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災害シーズン接近中　準備は万全ですか？
新しい健診が始まります
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都
城
市
地
域
防
災
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

 

こ
の
計
画
で
は
、「
市
民
と
つ
く
る
災

害
に
強
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
や
関

係
機
関
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
果
た
す
べ

き
責
務
と
役
割
を
定
め
る
と
と
も
に
、

台
風
な
ど
の
風
水
害
、
大
規
模
な
地
震

災
害
、
霧
島
火
山
の
噴
火
災
害
、
航
空

機
や
鉄
道
に
よ
る
大
規
模
事
故
災
害
、

毒
物
や
劇
物
の
流
出
ま
た
は
爆
発
な
ど

の
危
険
物
等
災
害
、
林
野
火
災
な
ど
の

予
防
対
策
や
災
害
発
生
時
の
応
急
対

策
、
災
害
復
旧
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。

今
回
の
策
定
方
針
は

　

策
定
方
針
は
、
合
併
前
の
旧
1
市
4

町
の
計
画
内
容
を
整
理
・
統
合
す
る

と
と
も
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
に

全
国
で
発
生
し
た
大
規
模
地
震
や
被
害

の
大
き
か
っ
た
風
水
害
の
経
験
を
踏
ま

え
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
防
災
に
関
す

る
施
策
や
制
度
を
取
り
入
れ
た
も
の

で
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
体

制
の
整
備
や
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
と
強
化
、
警
戒
避
難
体
制
の
確
立
な

ど
、
市
の
防
災
対
策
の
柱
と
す
る
も
の

で
す
。

平
成
17
年
に
襲
来
し
た
台
風
14
号
は
都
城
市
内
に
観
測
史
上
最
高
の
大
雨
を
降
ら
せ
、
農
作
物
や
家
屋

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
大
切

な
の
は
災
害
に
対
す
る
心
が
け
と
日
ご
ろ
の
備
え
で
す
。
あ
な
た
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

 

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課  

☎
23-

２
１
２
９
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シ
ー
ズ
ン
接
近
中

 

準
備
は
万
全
で
す
か
？

防災ハンドブックと防災マップ
４月に市内の全世帯に配布した防災ハンドブックと防災マップ。
自然災害に関する知識や、応急処置の方法などのほか、市内の危険個所
や避難所を掲載しています。事前に危険個所や避難所などを確認しておき、
万が一の事態でも慌てず落ち着いて行動できるよう備えておきましょう。
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防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

　

4
月
上
旬
に
市
内
の
全
世
帯
に
防
災

マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。
防
災
マ
ッ

プ
は
、
河
川
の
氾は
ん
ら
ん濫
や
土
砂
災
害
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、

そ
の
被
害
の
範
囲
を
地
図
上
に
表
し
た

も
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
防
災
マ
ッ
プ
で
危
険
な

場
所
や
避
難
所
を
把
握
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
避
難
を

　

自
然
災
害
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
、

市
の
広
報
車
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
情
報
）、
宮
崎

県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
5
、

11 

ch
）、
ラ
ジ
オ（
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城

76
・
4
MHz
）な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
避
難
所
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
、
台
風
が
接
近
し
た
場
合

な
ど
に
優
先
し
て
開
設
し
て
い
た
総
合

避
難
所
を
「
一
次
避
難
所
」
と
し
、
一

次
避
難
所
だ
け
で
は
足
り
な
い
場
合
な

ど
に
「
二
次
避
難
所
」
を
必
要
に
応
じ

て
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所
と
な
る
施
設
の

一
部
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

避
難
所
で
は

　

避
難
所
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
利

用
す
る
防
災
拠
点
で
す
。
マ
ナ
ー
や

ル
ー
ル
を
守
り
、
よ
り
良
い
避
難
生
活

が
送
れ
る
よ
う
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
一
昼
夜
程
度
の
避
難
の
場
合

は
、原
則
と
し
て
配
給
は
行
い
ま
せ
ん
。

避
難
時
に
自
分
で
食
料（
3
食
分
程
度
）

や
物
資（
毛
布
・
タ
オ
ル
な
ど
）
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

都城市の指定避難所「一次避難所」
施設の名称 所在地 連絡先

中央公民館 姫城町 7-8 24-5969

総合社会福祉センター 松元町 4-17 23-5159

小松原地区公民館 大王町 29-6 24-1900

東小学校 上東町 11-20 22-3481

祝吉地区公民館 郡元 1-1-4 23-2890

水道局 下川東 3丁目 3235 23-4510

早水公園体育文化センター 早水町 3867 24-6454

五十市地区公民館 南鷹尾 29-5 23-2184

長寿館 鷹尾 3丁目 4523-2 26-0114

横市地区公民館 南横市町 3925-3 25-2257

勤労身体障害者教養文化体育施設 都原町 3369 25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町 1839-1 38-1033

志和池地区公民館 上水流町 1536 36-0519

乙房小学校 乙房町 1707 37-0706

庄内地区公民館 庄内町 12692 37-0888

吉之元小学校 吉之元町 4518 33-1800

高野営農研修館 高野町 3013-3 33-1517

夏尾小学校 夏尾町 6644 33-1802

梅北小学校 梅北町 4687 39-4195

中郷地区市民交流センター 安久町 6623 39-0121

吉河電機㈱宮崎工場 山之口町山之口711-123 57-4651

永野営農研修館 山之口町山之口 1539-4 57-4220

山之口多目的研修センター 山之口町山之口 3261-3 57-3377

山之口勤労福祉センター 山之口町花木 1934-1 57-3111

高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手 2025-1 58-5740

高城勤労青少年ホーム 高城町桜木 1962 58-4887

高城老人福祉館 高城町穂満坊 303-2 58-3279

高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊 2492 58-5514

石山体育センター 高城町石山 1109-3 58-5511

高城農村環境改善センター 高城町有水 2986-1 59-9955

高城多目的研修集会施設 高城町四家 1131-3 55-1144

山田総合福祉センター（けねじゅ苑）山田町山田 4319-2 64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬 1823-3 62-0319

笛水児童館 高崎町笛水 949-3 62-0539

高崎総合支所 高崎町大牟田 1150-1 62-1111

※注意１　一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予測され
る場合に、優先して開設する避難所です。

※注意２　二次避難所は、市のホームページや防災マップで確認し
てください。
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住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域

の
安
全
を
守
る
組
織
が
「
自
主
防
災
組

織
」で
す
。
平
成
7
年
に
起
き
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
消
防
や
警
察
な
ど
の

公
共
機
関
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら

の
教
訓
を
生
か
し
て
つ
く
ら
れ
た
災
害

対
策
基
本
法
で
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
同
時
多
発
的
な
災
害
が
発

生
し
た
際
、
地
域
の
実
情
を
知
る
自
主

防
災
組
織
は
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、

身
近
な
情
報
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝

達
事
項
を
い
ち
早
く
地
域
住
民
に
知
ら

せ
た
り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
的
確

に
地
域
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
や
災
害
時
要
援
護

者
な
ど
を
ま
と
め
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
組
織
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
3
0
0
あ
る
自
治
公

民
館
の
中
で
、
1
4
5
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
自
治
公
民
館
単
位
で
活
動
す
る
「
自
主
防
災
組
織
」
が
果
た
す
役
割

災
害
に
強
い
地
域
を
築
く
住
民
の
結
束

災
害
に
強
い
地
域
を
築
く
住
民
の
結
束

 

え
て
お
き
た
い
防
災
グ
ッ
ズ

備

◇応急医薬品
傷薬、ばんそうこ
う、解熱剤、かぜ薬、
胃腸薬など

◇衣類など
洋服（厚手のものと
薄いもの）タオル、
下着など

◇懐中電灯
発電式やラジオなど
が付いたものも便
利です

◇非常食・飲料水
水は大人1人当たり
３㍑が必要、非常
食は保存が可能で
調理が簡単なもの

◇貴重品
現金、通帳、保険証、
年金手帳など
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災害全般・災害救助資金融
資制度などに関すること 総務課 ☎ 23-2129

水道（断水など） 水道局 ☎ 23-4510

停電に関すること ㈱九州電力都城営業所
 ☎ 0120-986-705

避難所に関すること 生活文化課 ☎ 23-7180
市民課 ☎ 23-2128

都市ガスに関すること 宮崎ガス ☎ 38-7500

災害時要援護者に関すること 障害福祉課 ☎ 23-2980
保護課 ☎ 23-2764

道路被害に関すること 維持管理課 ☎ 23-2752
都市計画課 ☎ 23-2762

道路交通情報 道路交通情報センター
 ☎ 0985-25-2000

ごみ回収に関すること 環境業務課 ☎ 24-5560
浸水家屋の消毒 環境政策課 ☎ 23-2130
災害見舞金に関すること 障害福祉課 ☎ 23-2980

り災証明に関すること 総務課 ☎ 23-2129
各総合支所総務課

電話の異常に関すること NTT局番なし（無料） ☎ 113

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

2
月
24
日
に
高
崎
町
縄
瀬
地
区
の
共

和
自
治
公
民
館
で
、
日
向
灘
を
震
源
と

す
る
震
度
7
の
地
震
を
想
定
し
た
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に

は
館
員
お
よ
そ
2
0
0
人
が
参
加
。
防

災
無
線
を
通
じ
て
避
難
指
示
が
出
さ
れ

る
と
、
参
加
者
は
助
け
合
い
な
が
ら
公

民
館
に
避
難
し
、
安
否
の
確
認
や
避
難

状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

地
震
に
よ
る
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓

練
の
ほ
か
、
炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

nterview

段　秀敏さん
共和自治公民館館長
今回の訓練を行うに当たって、館員
への意識付けなど3年にわたって取
り組んできました。まだまだ災害に
対して危機感が薄いので、指導啓
発をしていきたいと思っています。

甲斐　勝さん
高崎消防団第２部班長
いざ災害が起きたら大変混乱すると
思いますので、訓練をすることは意
義があったと思います。年配の人が
多い地区なので、隣近所でも声を掛
け合ってほしいと思います。

段　貞子さん

消火訓練で消火器の使い方を学ぶ
ことができました。
普段は、災害に対し無防備だったと
反省しています。災害時の持ち出し
品など用意が必要だと思いました。

さ
ら
な
る
団
結
を

隣
近
所
で
助
け
合
い
を

日
ご
ろ
の
備
え
を

□ 早めの情報収集が大切です
●宮崎県防災・防犯情報メールサービス
各種防災情報および防犯情報などをメールでお知ら
せします。登録方法は携帯電話かパソコンから。
https://www.fastalarm.jp/miyazaki/
に直接アクセスするか、右のQRコード
からアクセスし、登録してください。
問 宮崎県危機管理課　☎0985-26-7066

●宮崎県の雨量・河川水位情報
インターネット接続可能な環境であれば、どこからで
も雨量や河川水位などの情報が得られ、より円滑な
避難行動に役立ちます。
パソコン http://kasen.pref.miyazaki.jp
携帯版 http://kasen.pref.miyazaki.jp/mobile/
問 宮崎県河川課　☎ 0985-26-7186

●都城市ポータルサイト
防災情報（避難所の地図や開設状況、交通規制や
通行止め）を掲載しています。
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp
問 総務課　☎ 23-2129　

□ 災害時の問い合わせ先
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対
象
は
40
歳
〜
74
歳

特
定
健
康
診
査（
無
料
）

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た
健

診
制
度
で
、
メ
タ
ボ
や
そ
の
予
備
群
の

人
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
改
善
と
予
防

に
向
け
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
の

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

国
民
健
康
保
険
の
「
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
や
妊
産
婦
、
長

期
入
院
者
な
ど
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外

の
人
は
、
健
康
保
険
組
合
（
社
保
）
や

共
済
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
ま
す

※
年
齢
は
平
成
21
年
3
月
31
日
現
在

●
期
間

　

6
月
2
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈯

●
場
所　

指
定
医
療
機
関

●
料
金　

無
料

●
内
容

①
基
本
項
目　

身
体
計
測
、血
圧
測
定
、

　

血
液
検
査
、
尿
検
査
な
ど

②
前
年
度
の
健
診
結
果
に
よ
り
実
施
す

　

る
項
目　

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

●
受
診
方
法

◎
本
庁
管
内　

対
象
者
に
5
月
末
ま
で

　

に
送
付
す
る
「
特
定
健
康
診
査
受
診

　

券
」（
は
が
き
）
と
「
国
民
健
康
保

　

険
被
保
険
者
証
」
を
医
療
機
関
の
受

　

付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い

◎
総
合
支
所
管
内　

総
合
支
所
管
内
に

　

つ
い
て
は
、
集
団
健
診
を
実
施
し
ま

　

す
の
で
、
対
象
者
に
は
後
日
「
特
定

　

健
康
診
査
受
診
票
」を
送
付
し
ま
す
。

　

受
診
方
法
に
つ
い
て
は
別
途
案
内
し

　

ま
す

●
特
定
保
健
指
導　

特
定
健
診
を
受
け

た
人
は
、
健
診
結
果
に
応
じ
て
保
健
師

や
栄
養
士
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す

対
象
は
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
無
料
）

　

今
年
の
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。
保
健
指
導
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
健
康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

（
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕

生
日
以
降
に
受
診
）
お
よ
び
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人

※
長
期
入
院
者
な
ど
を
除
き
ま
す

●
期
間　

　

6
月
2
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈯

※
75
歳
の
人
は
、
平
成
21
年
3
月
31
日

　

㈫
ま
で
受
診
で
き
ま
す　

●
場
所　

指
定
医
療
機
関

●
料
金　

無
料　

※
心
電
図
検
査
、
眼

底
検
査
は
、
保
険
診
療
（
有
料
）

●
内
容　

①
基
本
項
目　

身
体
計
測
、血
圧
測
定
、

　

血
液
検
査
、
尿
検
査
な
ど

②
前
年
度
の
健
診
結
果
に
よ
り
実
施
す

　

る
項
目　

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

●
受
診
方
法

◎
本
庁
管
内　

対
象
者
に
5
月
末
ま
で

　

に
送
付
す
る
「
後
期
高
齢
者
健
康
診

　

査
受
診
券
」
を
医
療
機
関
の
受
付
で

　

提
示
し
て
く
だ
さ
い

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
し
い
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

行
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
が
、
年
齢
の
区
分
に
よ
り
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上

を
対
象
に
行
っ
て
い
た
介
護
予
防
事
業
の
生
活
機
能
評
価（
健
康
診
断
）を
特
定
健
診

と
同
時
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
健
診
を
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

平
成
20
年
4
月
か
ら

新
し
い
健
診
が
始
ま
り
ま
す

平成 20年

3月まで
老人保健法による

基本健康診査
（40歳以上）

平成 20年

4月から
特定健康診査（無料）

※市では、国保加入者を対象に行います
（40歳～ 74歳）

後期高齢者健康診査（無料）
（75歳以上）

　　　●期間　６月２日㈪～11月29日㈯
　　　●場所　指定医療機関
　　　　　　　各総合支所管内は、
　　　　　　　集団健診を実施
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◎
総
合
支
所
管
内　

総
合
支
所
管
内
に

　

つ
い
て
は
、
集
団
健
診
を
実
施
し
ま

　

す
の
で
、
対
象
者
に
は
後
日
「
後
期

　

高
齢
者
健
康
診
査
受
診
票
」
を
送
付

　

し
ま
す
。
受
診
方
法
に
つ
い
て
は
別

　

途
案
内
し
ま
す

●
受
診
券
の
送
付　

75
歳
の
人
に
つ
い

て
は
、
誕
生
日
が
4
・
5
月
の
人
は
、
5

月
末
ま
で
に
受
診
券
を
送
付
し
、
6
月

以
降
の
人
は
、
75
歳
の
誕
生
月
の
翌
月

に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
3
月
生
ま
れ

の
人
は
、
誕
生
日
以
後
に
健
康
長
寿
課

で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
、
受
診
券

を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
76
歳
以
上
の

人
に
は
、
5
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す

対
象
は
65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

生
活
機
能
評
価
（
無
料
）

　
「
生
活
機
能
評
価
」
と
は
、
要
介
護

状
態
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

●
対
象　

65
歳
以
上
の
人

※
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

　

る
人
は
除
き
ま
す

●
期
間

　

6
月
2
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈯

※
特
定
健
診
と
同
時
に
実
施

●
場
所　

指
定
医
療
機
関

※
総
合
支
所
管
内
は
、
集
団
健
診
会
場

●
料
金　

無
料

●
内
容　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の
結

果
、
介
護
予
防
を
行
う
必
要
が
あ
る
人

は
、
生
活
機
能
検
査
を
行
い
ま
す

※
生
活
機
能
検
査
は
、
問
診
、
診
察
、

　

貧
血
検
査
、
心
電
図
な
ど

●
そ
の
他　

65
歳
〜
74
歳
の
人
で
国
民

健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入
者
も
対
象

で
す
。
該
当
す
る
人
に
は
個
別
通
知
し

ま
す　

●
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
課　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
58-

6
8
0
0

山
之
口
健
康
福
祉
課　

☎
57-

3
1
1
1

山
田
健
康
福
祉
課　

☎
64-

1
1
1
1

高
崎
健
康
福
祉
課　

☎
62-

1
1
1
1

国
保
加
入
者
を
対
象
と
し
た

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」と

「
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
」

　

特
定
健
診
と
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の

両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
で
、「
人

間
ド
ッ
ク
」
は
40
歳
〜
64
歳
ま
で
の

人
、「
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
」

は
18
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人

②
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
、
都
城

　

市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

　

受
診
日
に
お
い
て
も
都
城
市
国
民
健

　

康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人

③
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
人

●
定
員　

【
人
間
ド
ッ
ク
】
本
庁
管
内
6
0
0
人

　

総
合
支
所
管
内
各
1
0
0
人

【
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
】

　

3
0
0
人

●
受
診
期
間

◎
人
間
ド
ッ
ク

7
月
1
日
㈫
〜
平
成
21
年
1
月
31
日
㈯

◎
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査

9
月
1
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈯

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
歯
周
疾
患
検
診
は
、
歯
科
医
師

会
に
加
入
す
る
各
歯
科
医
療
機
関
）

●
内
容

【
人
間
ド
ッ
ク
】　

診
察
、
身
体
計
測
、

　

眼
科
検
査
、
聴
力
検
査
、
呼
吸
器
検

　

査
、
循
環
器
検
査
、
消
化
器
検
査
、

　

腹
部
超
音
波
検
査
、
脂
質
検
査
、
肝

　

機
能
検
査
、
す
い
機
能
検
査
、
血
液

　

一
般
、
腎
機
能
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、

　

炎
症
性
反
応
、
甲
状
腺
検
査
、
腫し
ゅ

瘍よ
う

　

マ
ー
カ
ー
、
前
立
腺
検
査
（
男
性
）、

　

卵
巣
検
査
・
骨
密
度
（
女
性
）

【
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
】

　

特
定
健
診
の
基
本
項
目
と
同
じ

●
自
己
負
担
額

◎
人
間
ド
ッ
ク　
　

5
、
0
0
0
円

◎
歯
周
疾
患
検
診　
　
　

6
0
0
円

◎
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査　

 
 
 
 
 
 
 
 

1
、
5
0
0
円

●
受
付
期
間　

　

5
月
26
日
㈪
〜
6
月
6
日
㈮

●
受
付
場
所　

◎
本
庁
管
内　

市
役
所
7
階
第
4
会
議

　

室
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
各
総
合
支
所
管
内　

市
民
生
活
課　

※
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑

　

を
持
参
く
だ
さ
い
。
18
歳
〜
39
歳
の

　

健
康
診
査
は
電
話
受
け
付
け
。
定
員

　

を
超
え
る
場
合
は
抽
選

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
3
4

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

内　　容 　40歳　　　65歳　　　75歳

●特定健診※

●後期高齢者健診

●生活機能評価

※市では、国保加入者を対象に実施します。
　国保加入者以外の人は、健康保険組合（社保）や共済
　組合などの医療保険者が特定健診を行います

年齢別健診等一覧
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昨
年
11
月
、
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た

第
1
回
環
霧
島
会
議
で
は
、
各
自
治
体

の
首
長
や
議
長
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
霧
島
連
山
を
中
心

と
し
た
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
活
火
山

や
水
害
を
想
定
し
た
自
治
体
間
の
防
災

協
定
締
結
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
ノ
カ

イ
ド
ウ
な
ど
希
少
動
植
物
の
保
護
、
さ

ら
に
は
地
域
の
一
体
感
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
と
し
て
、「
霧
島
一
周
駅
伝
」

の
開
催
な
ど
、
夢
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
も

出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
ら
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
観
光
や
防
災
、
環
境
、

ス
ポ
ー
ツ
、
広
報
の
5
つ
の
専
門
部
会

を
設
置
し
、
実
現
に
向
け
た
話
し
合
い

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
厳
し
い
財
政
状
況
の

も
と
で
市
町
村
合
併
は
進
ん
だ
と
は
い

え
、
一
つ
の
自
治
体
で
は
解
決
で
き
な

い
問
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。今
後
は
、

7
市
町
が
持
つ
特
性
と
潜
在
的
な
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
協
力
し
て
い

く
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
大

き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
県
境
を
越
え

た
住
民
と
の
協
働
も
大
切
で
す
。
地
域

間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、「
ふ
る
さ

と
の
山
・
霧
島
」
を
囲
む
地
域
の
よ
り

一
層
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

第
２
回
環
霧
島
会
議

　

日
本
有
数
の
活
火
山
で
あ
る
霧
島
に

つ
い
て
、分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
、
活
火
山
・
霧
島
と
の
共
存
に

は
県
境
を
越
え
た
地
域
連
携
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
、
防
災
対
策
と
ジ
オ
パ
ー

ク（
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
す
る
世
界
地
質

公
園
）登
録
の
両
面
か
ら
講
演
し
ま
す
。

　

霧
島
市
で
行
わ
れ
た
第
１
回
会
議
の

際
に
提
案
の
あ
っ
た
、
各
自
治
体
の
素

顔（
実
情
）
に
つ
い
て
映
像
を
交
え
な

が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　【
パ
ネ
ル
展
示
】

　

環
霧
島
会
議
に
参
加
し
て
い
る
7
自

治
体
か
ら
見
え
る
霧
島
山
の
写
真
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
多
く
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ

　

経
営
戦
略
課　

☎
23-

2
1
1
5

環霧島会議

県境を越えて広域的な連携を話し合おうと、霧島山を囲む７市町が「環霧島会議」県境を越えて広域的な連携を話し合おうと、霧島山を囲む７市町が「環霧島会議」
を発足させました。第１回の会議では、観光や防災、環境保全などに関するさを発足させました。第１回の会議では、観光や防災、環境保全などに関するさ
まざまな提案がなされ、地域の活性化を図っていくことを宣言。まざまな提案がなされ、地域の活性化を図っていくことを宣言。
都城市で行われる２回目の会議では、各自治体の実情を知ってもらうため、ま都城市で行われる２回目の会議では、各自治体の実情を知ってもらうため、ま
ちの紹介や霧島山に関する講演会を開催します。霧島山をふるさとの山と思うちの紹介や霧島山に関する講演会を開催します。霧島山をふるさとの山と思う
人々と集ってみませんか。人々と集ってみませんか。

●日時　５月22日（木）13 時～●日時　５月22日（木）13 時～（受け付けは12時～）（受け付けは12時～）
●場所　都城市総合文化ホール  中ホール●場所　都城市総合文化ホール  中ホール

参加無料参加無料
The 2nd Kirishima Union Forum In MiyakonojoThe 2nd Kirishima Union Forum In Miyakonojo

第２回

同じふるさとの山「霧島山」を思う人々との集い

１
部　

講
演
会

 

鹿
児
島
大
学
理
学
部
准
教
授

井
村
隆
介
さ
ん
に
よ
る
講
演

演
題「
活
火
山　

霧
島
」

２
部　

構
成
自
治
体
の
紹
介

 

各
首
長
に
よ
る
ま
ち
の
紹
介
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子
ど
も
会
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

　

子
ど
も
会
会
員
の
良
き
遊
び
相
手
、

話
し
相
手
と
な
り
、
子
ど
も
会
活
動
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
た
り
、
ゲ
ー
ム
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技
指
導
を
行

う
の
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
大
人

に
伝
え
た
り
、
逆
に
大
人
の
意
見
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
大
切
な
役
割
を
担

う
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

は
、
子
ど
も
と
大
人（
育
成
者
）
の
架

け
橋
と
い
え
ま
す
。

都
城
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
蒲
公
英
（
た
ん
ぽ
ぽ
）」

　

本
市
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
蒲
公
英
が
あ
り
ま
す
。
中
学

１
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
入
会

で
き
、
現
在
は
25
人
の
会
員
が
、
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
は

じ
め
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
を
手
伝
っ
て
！

　

市
内
各
地
区
で
行
わ
れ
る
子
ど
も
会

活
動
に
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
参
加

し
て
、
会
を
盛
り
上
げ
た
り
、
講
義
を

し
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
「
派

遣
」
と
い
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
を
子
ど
も
会

活
動
に
呼
ぶ
に
は
、
派
遣
申
請
書
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
書
は
、

予
定
し
て
い
る
行
事
の
1
カ
月
前
ま
で

に
生
涯
学
習
課
を
通
じ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
蒲
公

英
に
入
会
す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
が

主
催
す
る「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
教

室
」へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

　

対
象
は
、
小
学
6
年
生
か
ら
中
学
3

年
生
ま
で
。
教
室
は
5
月
に
開
講
し
、

8
月
の
閉
講
式
ま
で
の
間
に
、
子
ど
も

会
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
学
習
な
ど
を
通
し
て
、
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
基
本
的

な
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。

　　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
行
い
、
異
年
齢
交
流
を
通

じ
て
、
思
い
や
り
の
心
や
郷
土
愛
を
は

ぐ
く
む
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

ジュニア・リーダーの活動は、
４月の開講式から３月の閉
講式キャンプまで。

毎月２回の定例会参加の
ほか、 子ども会への派遣、
レクリエーションの開発や
指導を行っています。

クリスマス会開催や子ども
フェスティバルのサポートな
どの経験を通して、 交流の
輪が広がります。

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課  

☎
23-

９
５
４
５

２月に開催された「子どもフェスティバル」で市内の小学生と

さまざまなアトラクションを運営したジュニア・リーダーたち
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下
水
道
に
接
続
す
る
と
・・・

下
水
道
に
接
続
す
る
と
・・・

　

大
淀
川
は
平
成
3
年
に
九
州
の
一
級

河
川
で
最
も
水
質
が
悪
い
川
に
ラ
ン
ク

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
淀
川
流
域

の
自
治
体
が
一
体
と
な
り
、
下
水
道
整

備
や
環
境
意
識
の
啓
発
な
ど
を
通
し
て

河
川
の
浄
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
水

質
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
都
城
市
の
下
水
道
処
理
区
は

中
央
、
都
城
、
高
城
、
山
田
、
高
崎
、

山
之
口
の
6
つ
と
な
り
、
す
で
に
下
水

道
が
供
用
さ
れ
て
い
る
区
域
の
中
で
下

水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合
は
約
71
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
該
当
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
下
水
道

供
用
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
も
、

早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

□
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で
に

　

下
水
道
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

●
都
城
処
理
区

志
比
田
町
、
南
鷹
尾
町
、
一
万
城
町
、

立
野
町
、早
水
町
、広
原
町
、都
北
町
、

都
島
町
、
郡
元
四
丁
目
の
各
一
部

●
高
城
処
理
区

　

高
城
町
穂
満
坊
、
大
井
手
の
各
一
部

●
山
田
処
理
区

山
田
町
谷
頭
一
、
谷
頭
五
、
山
内
の

各
一
部

●
高
崎
処
理
区

高
崎
町
下
新
田
、
高
坂
、
旭
区
の
各

一
部

●
山
之
口
処
理
区

　

山
之
口
町
街
区
五
、
下
平
の
各
一
部

□
平
成
20
年
度

　

公
共
下
水
道
工
事
予
定
個
所

●
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
早
水
町
、
都
島
町
、
南

鷹
尾
町
、
志
比
田
町
の
各
一
部

●
高
城
処
理
区

　

高
城
町
大
井
手
の
一
部

●
高
崎
処
理
区

　

高
崎
町
下
新
田
、
旭
区
の
各
一
部

●
山
之
口
処
理
区

　

山
之
口
町
山
之
口
の
一
部

□
下
水
道
に
接
続
す
る
と
・・・

①
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

　

家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排
水

を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
す
る
の
で
、
河
川
の
汚
れ
を
防
止
し

ま
す

②
ま
ち
の
環
境
を
良
く
し
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

に
流
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が
な
く

な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
も
抑
え
ら
れ

生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

□
接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
後
の

融
資
申
請
を
含
む
す
べ
て
の
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
で
工
事
を

行
う
と
違
反
工
事
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
中
央
・
都
城
処
理
区
に
つ
い
て

　

下
水
道
課　

☎
23-

5
9
2
1

・
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区
に
つ
い
て

　

各
総
合
支
所
建
設
課
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清
掃
工
場
で
は
定
期
点
検
の
た
め
、

次
の
期
間
は
、「
粗
大
ご
み
」
や
「
剪せ

ん

定て
い

く
ず
」「
布
団
類
」
の
搬
入
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
規
制
解
除
初

日
は
非
常
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

 

●
搬
入
規
制
日

　
　
　

6
月
16
日
㈪
〜
7
月
22
日
㈫

　
　
　

10
月
14
日
㈫
〜
11
月
18
日
㈫

　

21
年
1
月
26
日
㈪
〜
3
月
10
日
㈫

定
期
点
検
は
年
３
回

　

清
掃
工
場
で
は
、
毎
日
2
基
の
焼

却
炉
を
24
時
間
体
制
で
運
転
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
事
故
な
ど
に
よ
っ
て

焼
却
炉
が
停
止
し
な
い
よ
う
、
毎
年
3

回
（
2
月
、
6
月
、
10
月
）
の
定
期
点

検
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
と
6
月
の
定
期
点
検
期
間
中
は

焼
却
炉
1
基
で
稼
動
す
る
た
め
、
焼
却

能
力
が
通
常
の
半
分
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
生
ご
み
」
な
ど
の
日
常
生

活
ご
み
を
優
先
し
て
焼
却
し
、「
粗
大

ご
み
」
や
「
剪せ
ん

定て
い

く
ず
」「
布
団
類
」

の
搬
入
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
に
協
力
を

　

10
月
の
点
検
で
は
す
べ
て
の
焼
却
炉

を
停
止
す
る
た
め
、
期
間
中
は
、
日
常

生
活
ご
み
を
含
め
、
ご
み
の
焼
却
は
行

え
ま
せ
ん
。
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、
清

掃
工
場
内
の
ご
み
ピ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

施
設
に
貯
留
し
ま
す
が
、
施
設
の
容
量

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
水
分

の
多
い
「
生
ご
み
」
な
ど
を
出
す
時
は

水
切
り
の
徹
底
に
努
め
、
ご
み
の
減
量

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
資
源
ご
み
」「
不
燃
ご
み
」

と
「
可
燃
ご
み
」
の
分
別
を
徹
底
し
、

再
生
で
き
る
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬

入
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

工
作
物
の
改
築
や
除
去
な
ど
で
発
生

し
た
「
木
く
ず
」
や
「
繊
維
く
ず
」「
紙

く
ず
」
は
産
業
廃
棄
物
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
宅
や
小
屋
な
ど
を
、
業
者

に
取
り
壊
し
て
も
ら
っ
た
際
に
発
生
し

た
木
材
な
ど
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
破
砕
機
を
使
用
す
る
「
粗
大

ご
み
」
の
持
ち
込
み
は
、
事
前
に
清
掃

工
場
ま
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
一
日
ど
れ
く
ら
い
の
ご
み
が
搬

　

入
さ
れ
る
の
？

Ａ
．
平
均
2
0
0
㌧
程
度
で
、
20
㌧

　

程
度
が
灰
と
し
て
排
出
さ
れ
ま

　

す
。
灰
は
最
終
処
分
場
で
処
理
し

　

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ソ
フ
ァ
ー
や
マ
ッ
ト
レ
ス
は
持

　

ち
込
め
る
の
？

Ａ
．
ソ
フ
ァ
ー
お
よ
び
マ
ッ
ト
レ
ス

　

は
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
な
り

　

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
搬

　

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
毛
布

　

や
布
団
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に

　

な
り
ま
す
。

見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

清
掃
工
場
で
は
団
体
向
け
の
見
学
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
月
曜
日
〜
金
曜

日
）。
ま
た
、
出
前
講
座
も
で
き
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
清

掃
工
場
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

S58 S63 H 5 H10 H15 H18 H19
（年度）

（トン） 年度別ごみ搬入量の推移

●問い合わせ
清掃工場　☎23-0277

清
掃
工
場
で
は
、
年
３
回

　

定
期
点
検
の
た
め
粗
大
ご
み
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

搬
入
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
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雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

　

雨
水
貯
留
施
設
は
、
容
量
1
0
0
㍑

以
上
の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
簡
易
な
施

設
で
、流
入
前
の
ご
み
取
り
装
置
、オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
お
よ
び
水
栓
を
備
え

て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
・
地
域　

市
内
に
居
住

し
て
い
る
人（
個
人
の
み
）、
市
内
全
域

●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
3
分
の
1（
上
限
3
万
円
）で
、
設

置
基
数
は
1
戸
に
つ
き
1
基

※
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
受
け

付
け
は
先
着
順
で
す
。
補
助
を
受
け

た
い
人
は
、
設
置
工
事
の
前
に
森
林

保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

小
規
模
雨
水
浸
透
施
設
へ
の
補
助

　

雨
水
浸
透
施
設
は
、
底
や
側
面
に
穴

の
開
い
た
升
の
こ
と
で
、
雨
ど
い
か
ら

こ
の
施
設
に
流
れ
込
ん
だ
雨
水
は
、
地

中
へ
浸
透
し
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
や
地
域
、
補
助
金
額
な

ど
、
詳
し
く
は
森
林
保
全
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
の『
安
心
』を
守
る
た
め
に

　

都
城
盆
地
は
、古
く
か
ら
良
好
で
豊

富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
生
活
排
水
や

畑
へ
の
窒
素
過
剰
施
肥
に
よ
り
、
飲

料
基
準
を
超
え
る
硝
酸
態
窒
素
濃
度

が
検
出
さ
れ
る
浅
い
井
戸
が
増
え
て

い
ま
す
。
硝
酸
態
窒
素
を
大
量
に
摂

取
す
る
と
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
利

用
す
る
場
合
は
、
事
前
の
検
査
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

【
都
城
保
健
所
で
の
水
質
検
査
】

●
日
時　

毎
週
月
曜
日

　

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時

●
検
査
手
数
料　

６
、７
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
10
項
目
）

●
そ
の
他　

保
健
所
で
用
意
し
て
い

る
検
査
容
器
に
採
水
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　
　

　

都
城
保
健
所　

☎
23-

４
５
０
４

保健所での検査のほか、「環境まつ
り」などで硝酸態窒素濃度測定のみ
を無料で実施しています

雨どい取り付け型の
雨水貯留施設

雨水浸透施設を設置すると…
･ 雨水を地中に戻し、自然環境
を保全します
･ 雨水の流出を抑え、浸水被
害を軽減します

市
で
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水

を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
雨
水
貯

留
施
設（
雨
水
貯
留
槽
な
ど
）お
よ
び
小
規
模
雨
水

浸
透
施
設（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）を
設
置
す
る
人
に

対
し
て
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課　

☎
23-

２
１
５
２

浸透升
浸透トレンチ

貯留施設

浸透施設
雨どい取り付け型

雨水貯留槽を設置すると…
･ 雨水の活用により、水の節
約になります
･ 雨水を一時貯留し、河川へ
の負担を軽減します

下水道が使えるようになったら
･ 下水道へ切り替える際に、今お
使いの単独・合併浄化槽を雨
水貯留施設に転用できます

浄化槽を転用した雨水利用システム

　
　
　

も
限
り
あ
る
資
源
で
す

　
　
　

も
限
り
あ
る
資
源
で
す
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裁
判
員
制
度

読
め
ば
納
得
！

Q
&
A

　

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
裁
判
員
制
度
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
あ
な
た
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
か
も
…
。「
法
律
の
こ
と
な

ん
か
全
然
分
か
ら
な
い
」
な
ん
て
尻
込

み
し
な
い
で
、
ま
ず
は
制
度
の
こ
と
を

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

Q
外
国
映
画
で
法
廷
の
シ
ー
ン
が
あ

る
け
ど
、
裁
判
員
制
度
っ
て
あ
ん
な
ふ

う
に
変
わ
る
の
？

　

違
い
ま
す
。
一
般
の
人
が
参
加
す
る

点
で
は
似
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
裁
判
員
制
度
は 

皆
さ
ん
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
6
人
の
裁
判
員
と
裁
判
官

が
一
緒
に
刑
事
裁
判
の
審
理
に
出
席

し
、
証
拠
調
べ
な
ど
に
立
ち
会
い
、
被

告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め
ま

す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
「
陪
審

員
制
度
」
と
い
っ
て
一
般
の
人
か
ら
選

ば
れ
た
陪
審
員
だ
け
で
有
罪
か
無
罪
か

を
決
め
、
有
罪
と
な
れ
ば
裁
判
官
が
量

刑（
ど
れ
く
ら
い
の
刑
に
す
れ
ば
よ
い

か
）を
決
め
ま
す
。

Q
参
加
す
る
事
件
っ
て
？

　

地
方
裁
判
所
の
扱
う
殺
人
や
強
盗
致

死
傷
な
ど
一
定
の
重
大
な
犯
罪
に
参
加

し
て
も
ら
い
ま
す
。
宮
崎
県
内
で
は
、

1
年
に
30
件
程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

Q
検
察
審
査
会
と
の
違
い
は
？

　

皆
さ
ん
に
刑
事
司
法
に
参
加
し
て
も

ら
う
点
で
は
同
じ
で
す
が
、
検
察
審
査

会
は
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分（
被
疑

者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
）
の

善
し
あ
し
を
検
察
審
査
員（
11
人
）
が

審
査
す
る
制
度
で
す
。

Q
裁
判
員
制
度
で
何
が
変
わ
る
の
？

　

皆
さ
ん
が
裁
判
員
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
で
、
裁
判
の
進
め
方
や
そ
の
内
容

に
国
民
の
視
点
、
感
覚
が
反
映
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
裁
判
全
体
に
対
す

る
国
民
の
理
解
と
司
法
に
対
す
る
信
頼

が
一
層
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

宮
崎
地
方
裁
判
所
庶
務
係

　

☎
0
9
8
5-

2
3-

2
2
6
3

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
5
月
8
日
の

「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
毎

年
5
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
赤
十
字
活
動
へ
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
赤
十
字
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
国
際
活

動
、
災
害
救
護
活
動
、
救
急
法
の
普
及

活
動
、
血
液
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
宮

崎
県
支
部
都
城
市
地
区
で
は
、
障
害
福

祉
課
と
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
に
事

務
局
を
置
き
、
次
の
よ
う
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資

の
配
布
や
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、
心

身
の
ケ
ア
や
避
難
所
の
運
営
な
ど
の
ほ

か
、
住
宅
火
災
の
被
災
者
に
、
毛
布
な

ど
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す

②
献
血（
血
液
事
業
）

　

輸
血
の
必
要
な
人
へ
新
鮮
で
健
全
な

血
液
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
各
地
で

献
血
車
に
よ
る
献
血
の
お
願
い
を
行
っ

て
い
ま
す

③
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
交
流
し
た
り
、

人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど
救
急

法
普
及
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
た

り
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
む
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
都
城
市
地
区
で

は
6
つ
の
赤
十
字
奉
仕
団（
分
団
を
含

む
）が
活
動
し
て
い
ま
す

④
募
金
や
義
援
金
の
受
付

　

災
害
に
よ
る
国
内
・
国
外
の
被
災
者

へ
の
直
接
的
な
医
療
救
援
活
動
や
、
物

資
提
供
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
募
金

や
義
援
金
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す●
問
い
合
わ
せ

　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

5
月
は
赤

字
運
動
月
間
で
す

字
運
動
月
間
で
す

第
１
回（
全
６
回
）
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す
く
す
く
育
て
、ど
ん
ぐ
り
の
森

 
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
祭

　

3
月
16
日
、
高
崎
町
杉
倉
地
区
に
あ

る
国
有
林
で
、「
ど
ん
ぐ
り
1
0
0
0

年
の
森
を
つ
く
る
会
」
が
植
樹
祭
を
行

い
ま
し
た
。
12
回
目
と
な
っ
た
今
年
の

植
樹
祭
に
は
、
家
族
連
れ
や
職
場
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
市
内
外
か

ら
4
7
0
人
が
参
加
。
急
な
斜
面
に
足

を
踏
ん
張
り
な
が
ら
、
ア
ラ
カ
シ
や
ク

ヌ
ギ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
苗
1
万
本

を
、
く
わ
を
使
い
一
本
一
本
丁
寧
に
植

え
て
い
き
ま
し
た
。
尼
崎
市
か
ら
参
加

し
た
大
野
い
ず
み
さ
ん（
53
歳
）
は「
今

年
で
4
回
目
の
参
加
。
家
族
連
れ
も
多

く
、
市
民
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
く
て

素
晴
ら
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

静
か
な
中
に
熱
い
闘
志

 

第
21
回
全
国
弓
道
大
会

　

3
月
29
・
30
日
の
両
日
、
早
水
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
全
国
弓
道
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
竹
弓
生
産
量

の
お
よ
そ
9
割
を
占
め
る
日
本
一
の
弓

の
ま
ち
都
城
市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
も
の
で
、
21
回
目
と
な
る
今
回

は
県
内
外
か
ら
約
2
、5
0
0
人
が
参

加
。
中
学
、
高
校
、
一
般
の
男
女
が
そ

れ
ぞ
れ
団
体
、
個
人
の
部
に
分
か
れ
、

日
ご
ろ
鍛
え
た
腕
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
女
子
団
体
の
部
に
出
場
し
た
宝
田

真
紀
さ
ん（
大
分
大
学
1
年
）
は「
人
の

多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
初
め
て

の
全
国
大
会
を
楽
し
み
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

桜
色
の
ト
ン
ネ
ル
に
多
く
の
人
出

 

都
城
も
ち
お
桜
ま
つ
り

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
も
ち
お
桜
ま
つ

り
が
3
月
25
日
か
ら
4
月
6
日
ま
で
開

か
れ
、
期
間
中
県
内
外
か
ら
約
14
万
人

の
行
楽
客
が
訪
れ
ま
し
た
。「
日
本
の

さ
く
ら
名
所
1
0
0
選
」
に
も
選
ば
れ

て
い
る
母
智
丘
公
園
。
週
末
に
は
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
、
太
鼓
や
奴
踊
り
、
ジ
ャ

ン
カ
ン
馬
踊
り
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
披

露
さ
れ
、
多
く
の
花
見
客
が
春
の
訪
れ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
母
智
丘
神
社
周
辺
を
初
め
て
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
夜
桜
を
眺
め
、
静
か
な
語
ら

い
の
時
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ギ

タ
ー
の
生
演
奏
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
に
も
負
け
ず
、桜
並
木
を
激
走

 

〝
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
〞ジ
ョ
ギ
ン
グ
高
城

　

桜
の
季
節
の
恒
例
行
事
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
高
城
が
3
月
30
日
、
高
城
運
動
公
園

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
並
木
に

沿
っ
た
コ
ー
ス
設
定
が
人
気
の
こ
の
大

会
、
今
年
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
6
種
目

に
、
県
内
は
も
と
よ
り
千
葉
県
や
山
形

県
な
ど
か
ら
約
1
、2
0
0
人
が
出
場

し
ま
し
た
。
地
元
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

一
員
と
し
て
初
出
場
し
、
上
位
入
賞
を

果
た
し
た
宇う

津つ

元も
と

伸し
ん

弥や

く
ん（
高
城
小

3
年
）
は
「
寒
か
っ
た
け
ど
気
持
ち
よ

く
走
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
走
る
の
が
大

事
。
来
年
も
頑
張
っ
て
走
り
た
い
」
と

笑
顔
で
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。
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Miyakonojo City Topics 
都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

都
城
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
が
誕
生

 

新
市
旗
掲
揚
式

　

昨
年
10
月
に
決
定
し
た
新
し
い
市
旗

の
掲
揚
式
が
4
月
1
日
、
市
役
所
と
各

総
合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の
花

木
で
あ
る
サ
ク
ラ
の
中
央
に
霧
島
を
配

し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
1
、1
2
5
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
住
澤
英
男
さ
ん（
妻
ケ
丘
町
）
の
作

品
。
掲
揚
式
で
は
披
露
さ
れ
た
新
市
旗

を
前
に
、
長
峯
市
長
が
「
市
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
る
旗
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
議
長
や
姫

城
保
育
所
の
園
児
ら
と
と
も
に
新
し
い

市
旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
今
後
は
ほ
か

の
公
共
施
設
に
も
掲
げ
ら
れ
、
新
た
な

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。

熱
き
砂
上
の
戦
い

 

Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
２
０
０
８

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
第
１

戦
が
4
月
4
日
か
ら
6
日
ま
で
、
霧
島

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
特
設
コ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
気
若
手
選
手

の
台
頭
で
注
目
を
集
め
る
今
大
会
、
時

折
雨
の
ぱ
ら
つ
く
肌
寒
い
天
候
で
し
た

が
、
プ
ロ
の
技
を
間
近
で
見
ら
れ
る
と

あ
っ
て
大
会
期
間
中
約
9
0
0
人
が
訪

れ
、
お
目
当
て
の
選
手
に
熱
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
年
来
て
い
る
と

い
う
野
村
仁
さ
ん（
乙
房
町
）
は
「
出

場
選
手
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
プ
ロ

の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
自
分
も
バ

レ
ー
を
し
て
い
る
の
で
、見
て
い
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
目
玉
は
都
城
牛
の
太
巻
き
 !!

 

高
崎
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

昨
年
改
修
さ
れ
た
高
崎
総
合
公
園
多

目
的
広
場
を
会
場
に
4
月
6
日
、
高
崎

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
ま
つ
り
の
目
玉
と
し
て
初
挑
戦

し
た
地
元
産
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
た
カ
ッ

パ
巻
き
づ
く
り
。
今
年
は
都
城
牛
16
㌔

を
使
い
、
約
3
0
0
人
の
観
客
が
協
力

し
て
長
さ
50
㍍
の
太
巻
き
を
仕
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
定
番
の
踊
り
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
市
内
外
か
ら
12
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
自
慢
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
ほ
か
、

民
俗
芸
能
の
発
表
や
花
の
苗
無
料
配
布

な
ど
も
あ
り
、
観
客
た
ち
は
会
場
周
辺

に
咲
く
満
開
の
桜
と
と
も
に
高
崎
な
ら

で
は
の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

悲
惨
な
戦
争
、二
度
と
起
こ
さ
な
い
で

 

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

　

特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭
が
4
月

6
日
、
都
島
公
園
で
し
め
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
沖
縄

へ
向
け
て
出
撃
し
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た

若
者
た
ち
を
悼
む
こ
の
慰
霊
祭
は
、
今

年
で
33
回
目
を
迎
え
、
遺
族
や
戦
友
、

遺
族
会
関
係
者
ら
3
7
0
人
が
参
列
し

ま
し
た
。
遺
族
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
上か
み
つ津

定さ
だ
お
み臣

さ
ん（
松
元
町
）は
「
戦

争
は
家
族
に
悲
し
み
し
か
残
さ
な
い

し
、
武
力
で
は
何
も
解
決
し
な
い
。
私

た
ち
に
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継

い
で
い
く
義
務
が
あ
り
、
二
度
と
戦
争

を
お
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
平
和
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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年
11
月
19
日
に
行
わ
れ
た

「
第
54
回
国
際
理
解
・
国
際

協
力
の
た
め
の
高
校
生
の
主
張
コ
ン

ク
ー
ル
」（
日
本
国
際
連
合
協
会
主

催
）
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
あ
た
る
外

務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
西
之
村
薫
さ

ん（
都
城
西
高
3
年
）。
国
連
大
学

（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
行
わ
れ
た
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
昨
夏
、
高
校
生
大

使
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
経

験
を
基
に
「
地
球
に
平
和
が
訪
れ
る

日
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

3
週
間
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
ア

メ
リ
カ
人
ル
ー
ム
メ
イ
ト
に
対
し

「
ノ
ー
」
と
意
思
表
示
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
そ

の
後
自
分
の
意
見
を
率
直
に
伝
え
る

こ
と
で
距
離
が
縮
ま
っ
た
経
験
や
、

日
本
の
核
兵
器
保
有
を
肯
定
す
る
ア

メ
リ
カ
国
務
省
外
交
官
の
発
言
を
聞

い
て
、
日
本
は
国
際
社
会
に
対
し
て

率
直
に
意
見
を
伝
え
て
い
な
い
の
で

は
？　

と
の
思
い
を
持
っ
た
と
い
う

西
之
村
さ
ん
。コ
ン
ク
ー
ル
で
は「
世

界
の
平
和
を
願
わ
な
い
人
は
い
な

い
。
対
立
や
摩
擦
を
恐
れ
ず
、
お
互

い
の
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
解
決
策
を

探
る
こ
と
が
平
和
へ
の
第
一
歩
」
と

平
和
へ
の
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
3
月
に
は
コ
ン
ク
ー

ル
上
位
入
賞
者
ら
と
と
も
に
国
連
本

部
を
訪
問
。
そ
こ
で
働
く
職
員
の
姿

や
言
葉
に
影
響
を
受
け
、
将
来
の
夢

に
も
少
し
変
化
が
表
れ
ま
し
た
。

　
「
弁
護
士
に
な
る
の
が
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
の
夢
で
し
た
が
、
弁
護
士

に
限
定
せ
ず
、
英
語
と
法
律
の
両
方

を
勉
強
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た

い
」
と
話
す
西
之
村
さ
ん
。
学
校
で

は
演
劇
部
の
部
長
も
こ
な
す
今
後
の

活
躍
が
楽
し
み
な
18
歳
で
す
。

昨
Scenery of a person

「第54回国際理解・国際協力のための高校生の主張コン
クール」で外務大臣賞を受賞

西之村 薫さん
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学校へ行こう
◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To MiyakonojoI'm proud of my school

 　
 

　

　 　 　　

　

　

　

Profi le プロフィル

  

　

 　

　

私
た
ち
の
西
岳
中
学
校
は
、
霧
島
山

や
赤
池
峡
谷
と
い
っ
た
大
自
然
に
囲
ま

れ
た
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に

す
る
学
校
で
す
。
全
校
生
徒
44
人
と
少

な
い
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
良
さ
が
あ
ふ
れ
出
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
人
や
生
徒
間
の
絆

き
ず
な

を
深

め
る
た
め
に
、
生
徒
会
で
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
で

す
。
生
活
委
員
を
中
心
に
、
朝
の
登
校

時
間
に
合
わ
せ
て
正
門
に
立
ち
、
元
気

で
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま

す
。
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人

た
ち
に
も
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、「
わ
た
げ
ふ
れ
あ
い
大

会
」
で
す
。「
わ
い
わ
い
」「
た
の
し
く
」

「
げ
ん
き
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地

域
の
高
齢
者
を
招
待
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。毎
年
、

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
と
て

も
楽
し
い
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
は
、
月
に
1
回
あ
る
ク
リ

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
で
す
。
放
課

後
の
20
分
間
を
使
い
、
学
校
周

辺
の
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

花
植
え
も
行
い
、
校
内
に
は
一

年
中
花
が
咲
い
て
お
り
、
そ
の

花
が
入
学
式
や
卒
業
式
を
彩
り

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
あ
い
さ
つ
が
で

き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
こ
の
西
岳

中
学
校
で
3
年
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
に

誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

明
る
く
楽
し
い
学
校
を
目
指
し
、
す
ば

ら
し
い
西
岳
中
学
校
を
私
た
ち
の
手
で

つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

第29回 西岳中学校
◎美川町2927 ☎33-1601

　
「
ま
こ
ち
よ
か
と
こ
み
や
こ
ん
じ
ょ
」。

私
は
、
都
城
生
ま
れ
の
都
城
育
ち
で
、

生
粋
の
盆
地
っ
子
。
こ
の
「
盆
地
っ
子

魂
」
が
、
私
の
元
気
の
源
で
す
。

　

今
で
は
、
高
校
の
先
輩
の
お
か
げ
で

都
城
が
有
名
に
な
っ
た
の
で
、
セ
ミ

ナ
ー
の
際
に
「
宮
崎
県
知
事
の
東
国
原

さ
ん
の
後
輩
で
す
」
と
自
己
紹
介
す
る

と
、「
都
城
な
ん
で
す
か
」
と
言
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
輩
が

市
長
と
い
う
の
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

上
京
し
て
15
年
。
最
近
で
は
、
な
か

な
か
帰
省
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎
月
の
占

い
を
執
筆
し
て
い
る
都
城
の
情
報
誌

「
き
り
し
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
お
か
げ

で
、
故
郷
と
は
い
つ
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
宿
の
居
酒
屋
み
や
こ

ん
じ
ょ
で
同
郷
の
仲
間
と
会
う
と
、
標

準
語
か
ら
、
す
ぐ
に
「
み
や
こ
ん
じ
ょ

弁
」
に
変
換
で
き
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
本
当
に
都
城
を

愛
し
て
る
ん
だ
な
、
と
実
感
し
ま
す
。

　

大
好
き
な
都
城
も
帰
省
す
る
た
び

に
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
ま
す
。
旧
寿
屋

の
隣
に
あ
っ
た
、
西
村
楽
器
店
に
は
、

よ
く
兄
の
ラ
イ
ブ
を
聴
き
に
行
き
ま
し

た
。
山
の
茶
屋
の
名
物
す
り
鉢
う
ど
ん

も
、
大
丸
隣
の
モ
ン
ド
ー
ル
サ
ガ
も
好

き
で
し
た
。
旧
旭
サ
ー
ビ
ス
に
は
回
転

す
る
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
都
城

の
町
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

屋
外
プ
ー
ル
も
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
も

楽
し
か
っ
た
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に

変
わ
っ
て
い
く
の
は
仕
方
な
い
こ
と
で

す
が
、
思
い
出
の
場
所
が
な
く
な
っ
て

い
く
の
は
寂
し
い
も
の
で
す
。

　

縁
あ
っ
て
勉
強
を
始
め
た
「
占
い
」。

今
で
は
天
職
だ
と
思
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
「
み
や
こ

ん
じ
ょ
、
盆
地
っ
子
魂
」
を
フ
ル
に
生

か
し
、「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
☆
元

気
が
出
る
占
い
師
」
と
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
」
を
つ
な
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
絆き

ず
な」

クリスティーン・デリコ

昭和42年生まれ。祝吉町出身。
本名宮路一代。
日本占術協会占術修士。日刊ゲンダ
イに毎日の占いを連載。携帯公式サ
イト「運命の３人」「元気が出る占
い！　ｂｙデリコ」、ＰＣ公式サイ
ト「デリコの招愛占断」配信中

西
岳
中
学
校
生
徒
会

Nishidake Junior High SchoolNishidake Junior High School

◎学校のシンボル
「校歌を刻んだ石碑」
　この石碑は、学校の行き帰りにいつも
西岳中のみんなを見守り励ましてくれる
心の支えです。これからもこの石碑に見
守られながら、学校生活を元気に過ごし
ていきたいです。

  

【
盆
地
っ
子
魂
】

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン  

デ
リ
コ 

さ
ん



2008.5　18

暮らしの情報

 
募　

集

Recruitm
ent

平
成
20 
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

　

①
一
般
行
政
職（
大
卒
程
度
）

　

②
消
防
吏
員（
大
卒
程
度
）

●
１
次
試
験（
予
定
）　

7
月
20
日
㈰

●
内
容　

採
用
人
数
・
試
験
会
場
な
ど

詳
し
い
「
試
験
案
内
」
は
、
5
月
15
日

発
行
の
「
暮
ら
し
の
情
報
」
に
掲
載
し

ま
す

問　

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

●
内
容　

要
介
護
認
定
等
申
請
者
へ
の

訪
問
調
査（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

●
条
件　

介
護
支
援
専
門
員
の
有
資
格

者
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド
初
級

程
度
）
が
で
き
、
運
転
免
許
と
自
家
用

車（
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
可
）
を
有
す

る
人

※
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
な
ど
の

滞
納
が
な
く
、
過
去
1
年
以
内
に
交

通
事
故
歴
が
な
い
人

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

月
額
15
万
6
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
ガ
ソ
リ
ン
代
含
む
）　

※
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

加
入

●
勤
務
条
件　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
勤
務
先　

7
月
ま
た
は
10
月
か
ら
、

市
役
所
介
護
保
険
課
ま
た
は
高
城
総
合

支
所　

※
前
月
か
ら
研
修
を
実
施

　

5
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
履
歴
書
、

資
格
証
の
写
し
を
介
護
保
険
課
に
持
参

問　

介
護
保
険
課　

☎
23-

3
1
9
1

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

●
内
容　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
の
実
践
と
年
2
回

ほ
ど
の
研
修
会
参
加

●
任
期
・
定
員　

委
嘱
日
〜
平
成
22
年

3
月
31
日
、
5
人

問　

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

環
境
政
策
課　

☎
23-
2
1
3
0

Fax 

25-

6
2
0
0

Ｅ
メ
ー
ル

seikatu@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

審
議
会
委
員

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
進
め

る
た
め
に
重
要
な
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
策
定
や
推
進
の
た
め
の
施
策
に

つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査

審
議
す
る
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
任
期　

6
月
〜
平
成
22
年
3
月
31
日

●
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

●
定
員　

若
干
名

問　

5
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
生
活
文
化
課
男
女
共
同
参
画

担
当（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

☎
23-

2
1
2
1　

Fax 

25-

3
2
2
3

Ｅ
メ
ー
ル danjo@city.miyakonojo.miyazaki.jp

モ
ン
ゴ
ル
日
本
語
学
習
キ
ャ
ン
プ

講
師
補
助
者

●
内
容　

日
本
語
講
師
の
補
助
者
と
し

て
モ
ン
ゴ
ル
国
立
科
学
技
術
大
学
日
本

語
学
習
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
モ
ン
ゴ

ル
人
学
生
に
日
本
の
文
化
や
都
城
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
の
大
自
然
や
文

化
を
体
験
し
ま
す

●
対
象　

都
城
国
際
交
流
協
会
会
員
お

よ
び
都
城
市
民（
未
成
年
者
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
）

※
資
格
不
要
で
、
外
国
語
能
力
も
問
い

ま
せ
ん

●
定
員　

5
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
講
師
が
選
考

●
日
程　

8
月
2
日
㈯
〜
9
日
㈯

●
費
用　

18
〜
20
万
円
程
度（
旅
行
費

用
の
3
分
の
2
。
残
り
の
3
分
の
1
を

都
城
国
際
交
流
協
会
が
負
担
）

問　

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

　
　
　

生
活
文
化
課 
☎
23-

2
2
9
5
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InformationInformation は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

●
対
象　

森
林
や
林
業
、
国
有
林
に
関

心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

●
定
員　

64
人

●
内
容　

森
林
や
林
業
、
国
有
林
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
意
見
報

告
や
広
報
紙
へ
の
投
稿
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席（
年
1
回
程
度
、

希
望
者
の
み
）な
ど

●
任
期　

6
月
〜
平
成
21
年
3
月
31
日

問　

5
月
19
日
㈪
ま
で
に
、
は
が
き

ま
た
は
封
書
で
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

知
っ
た
き
っ
か
け
と
応
募
理
由
、
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、

性
別
、
電
話
番
号
を
、
九
州
森
林
管
理

局
企
画
調
整
室
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

（
〒
860-

0
0
8
1　

熊
本
市
京
町
本
丁

2
番
7
号
）
☎
0
9
6-

3
2
8-

3
5

1
2

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

　

市
内
全
域
で
実
施
す
る
地
区
別
成
人

式
の
企
画
運
営
を
行
う
新
成
人
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
場　

今
年
1
月
と
同
様
に
、
都
城

地
域
は
中
学
校
区（
西
岳
・
夏
尾
地
区

は
合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管
内
は
各

総
合
支
所
ご
と
に
開
催

●
対
象　

昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平
成

元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
市
内
在
住

ま
た
は
出
身
の
人

●
内
容　

年
間
5
回
程
度
（
平
日
夜
）

の
実
行
委
員
会
会
議
と
第
1
回
実
行
委

員
会
会
議
前
に
開
催
予
定
の
研
修
会
へ

の
参
加

問　

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

・
都
城
地
域

　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

・
山
之
口
地
域

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57-

3
1
1
1

・
高
城
地
域

　

高
城
教
育
課　

☎
58-

2
3
1
7

・
山
田
地
域

　

山
田
教
育
課　

☎
64-

1
1
2
1

・
高
崎
地
域

　

高
崎
教
育
課　

☎
62-

1
1
1
1

 

催　

し
Event

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時　

6
月
7
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

フ
ッ
素
無
料
塗
布（
先
着

3
0
0
人
）、
立
体
手
形
づ
く
り（
先
着

1
5
0
人
）、
歯
の
無
料
健
診
、
矯
正

相
談
な
ど

問　

都
城
市
北
諸
県
郡
歯
科
医
師
会

　
　

☎
24-

2
2
1
8

高
齢
障
害
者
の

食
べ
ら
れ
る
口
づ
く
り
の
講
演
会

●
日
時　

6
月
8
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

歯
科
医
師
加
藤
武
彦
さ
ん
に

よ
る
講
演
「
高
齢
障
害
者
の
食
支
援
」

●
定
員　

3
0
0
人　

※
入
場
無
料

問　

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
参
加

人
数
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

都
城
市
北
諸
県
郡
歯
科
医
師
会　
　
　

☎
24-

2
2
1
8 

Fax 

24-

1
6
1
0

平
成
20 
年
度

大
学
等
就
職
面
接
会（
無
料
）

●
日
時　

6
月
6
日
㈮　

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス･

シ
ー
ガ
イ

ア･

リ
ゾ
ー
ト　

ワ
ー
ル
ド
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト

●
対
象　

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
平
成
21
年

3
月
卒
業
予
定
者
お
よ
び
今
春
卒
業
で

未
就
職
の
人

●
参
加
企
業　

県
内
企
業
約
1
0
0
社

※
参
加
企
業
一
覧
は
、
宮
崎
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
催
日
2
週
間
前

ご
ろ
か
ら
掲
載
予
定

●
そ
の
他　

面
接
に
は
履
歴
書
が
必
要
。

必
要
枚
数（
コ
ピ
ー
可
）を
各
自
持
参

問　

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課　

 　
　

☎
0
9
8
5-
38-

8
8
2
3
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暮らしの情報

 
催　

し

Event
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
時
間　

12
時
20
分
〜

●
日
程
・
出
演

5
月
14
日
㈬

杉
村
亜
矢
子
さ
ん（
マ
リ
ン
バ
）

5
月
29
日
㈭

歌
う
会（
声
楽
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

「
薬
用
植
物
を
た
ず
ね
て
」見
学
会

●
日
時　

6
月
1
日
㈰　

8
時
集
合

●
場
所　

夏
尾
町
周
辺（
予
定
）

●
講
師　

崇
城
大
学
薬
学
部
教
授

　
　
　
　

村
上
光
太
郎
さ
ん

●
定
員　

1
5
0
人　

※
先
着
順

●
参
加
費　

1
、0
0
0
円

　
　
　
　
　

※
昼
食
は
各
自
持
参

問　

5
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
参
加
回
数
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
は
が
き
で
都
城
市
北
諸
県

郡
薬
剤
師
会（
〒
885-

0
0
1
9　

祝
吉

1
丁
目
2-

17
）　

☎
25-

2
4
5
5

 

講
座·

教
室

Course·Class

パ
ン
教
室

●
開
講
日　

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
13
時（
昼
の
部
）

　
　
　
　
　

18
時
〜
21
時（
夜
の
部
）

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
」（
高
城
町
石
山
）

●
５
月
の
内
容

5
月
14
日
㈬

チ
ー
ズ
と
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

パ
ン
、
網
バ
タ
ー
ロ
ー
ル

5
月
28
日
㈬

チ
ョ
コ
食
パ
ン
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
マ
フ
ィ

ン●
費
用　

2
、5
0
0
円

　
　
　
　

※
材
料
費
含
む

●
定
員　

12
人

※
受
け
付
け
は
、
開
講
日
の
2
日
前
ま

で
。
参
加
者
が
少
な
い
際
は
中
止
の

場
合
あ
り

問　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
ベ
ー

カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

☎
58-

2
0
8
8

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

●
日
時　

6
月
1
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

関
之
尾
緑
の
村

　
　
　
　

自
然
活
用
セ
ン
タ
ー

●
内
容
・
参
加
料
・
開
講
時
間

①
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

1
、5
0
0
円　

10
時
〜
11
時

②
コ
サ
ー
ジ
ュ

　

1
、0
0
0
円　

11
時
〜
12
時

※
①
②
両
方
の
受
講
も
可

●
定
員　

25
人　

※
先
着
順

問　

5
月
26
日
㈪
ま
で
に
、

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37-

2
9
2
9

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
講
習（
無
料
）

●
対
象　

県
内
在
住
の
健
康
な
求
職
者

で
、
60
歳
代
前
半
の
人

●
定
員　

20
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
期
間　

6
月
3
日
㈫
〜
19
日
㈭

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問　

5
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
〒
880-

0
0

5
1　

宮
崎
市
江
平
西
1-

3-

6-

8
3
1
）
☎
0
9
8
5-

31-

3
7
7
5

Fax 

0
9
8
5-

31-

3
7
7
6

衛
生
管
理
者
受
験
準
備
講
習

●
日
時　

6
月
2
日
㈪
〜
4
日
㈬

　
　
　
　

9
時
〜
17
時

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

●
定
員　

1
0
0
人

●
受
講
料　

1
万
2
、0
0
0
円（
会
員
）、

1
万
5
、0
0
0
円（
非
会
員
）

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

問　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24-

5
6
0
3
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パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

5
月
18
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族　

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

●
定
員　

12
組　

※
申
し
込
み
必
要

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-
2
6
8
4

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室　

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
着
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

で
、
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
定
員　

15
組　

※
申
し
込
み
必
要

●
費
用　

5
0
0
円
〜
1
、0
0
0
円

（
布
代
な
ど
）

●
講
師　

西
田
ツ
ヤ
さ
ん（
和
裁
1
級
）

【
１
回
目
】

●
日
時　

6
月
9
日
㈪　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
２
回
目
】

●
日
時　

6
月
13
日
㈮　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

 

相　

談

Counseling

春
の
行
政
相
談
週
間

　

5
月
19
日
㈪
〜
25
日
㈰
は
、
春
の
行

政
相
談
週
間
で
す
。

　

行
政
相
談
員
は
、
住
民
と
役
所
の
間

に
立
ち
、
公
平
・
中
立
の
立
場
で
問
題

解
決
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
、
相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
や

対
応
な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、

な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政

相
談
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
都
城
市
の
行
政
相
談
委
員

　

石
﨑
陽
一
さ
ん（
上
川
東
一
丁
目
）

　

☎
23-

5
4
9
2

　

比
嘉
仁
子
さ
ん（
金
田
町
）

　

☎
38-

1
0
3
7

　

藏
屋
信
雄
さ
ん（
山
之
口
町
）

　

☎
57-

3
4
0
7

　

盛
田
禮
子
さ
ん（
高
城
町
）

　

☎
58-

3
1
3
8

　

山
森
一
夫
さ
ん（
山
田
町
）

　

☎
64-

0
7
8
5

　

岩
﨑
清
久
さ
ん（
高
崎
町
）

　

☎
62-

5
1
1
8

※
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評
価
事

務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
同
じ
電
話
番
号
で

か
け
ら
れ
る
行
政
苦
情
1
1
0
番

　

☎
0
5
7
0-

0
9
0
1
1
0
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

5
月
20
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

公
正
証
書
遺
言
等
無
料
相
談

●
日
時

①
6
月
2
日
㈪
・
4
日
㈬

　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
19
時

②
6
月
3
日
㈫
・
5
日
㈭

　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
公
証
人
役
場（
前
田
町
）

●
内
容　

遺
言
、
賃
貸
借
契
約
、
金
銭

貸
借
契
約
、
離
婚
給
付
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
作
成

問　

都
城
公
証
人
役
場　

　
　

☎
22-
1
8
0
4
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暮らしの情報

 
相　

談

Counseling
女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

5
月
20
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

5
月
27
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は

随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

社
会
保
険
事
務
所

年
金
相
談

●
５
月
の
日
程

【
平
日
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
19
時

【
休
日
】
5
月
3
日
㈯
・
10
日
㈯

　
　
　
　

11
日
㈰
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　

31
日
㈯
の
9
時
30
分
〜
16
時

※
た
だ
し
、5
月
24
日
・
25
日
・
31
日
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
一
部
の
み

を
稼
動
さ
せ
て
開
庁
す
る
た
め
、
相

談
へ
の
回
答
は
、
一
部
を
除
き
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す

①
受
給
者
か
ら
の
相
談
は
、
す
べ
て

後
日
回
答

②
被
保
険
者
か
ら
の
相
談
で
、
事
業

者
名
称
を
鍵
と
し
た
検
索
が
必
要

と
な
る
場
合
は
後
日
回
答

問　

都
城
社
会
保
険
事
務
所　

　
　

☎
23-

2
5
7
1

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

5
月
23
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ

ふ
れ
あ
い
の
里

5
月
27
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
1
階
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4　

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

市
教
育
資
金
融
資
制
度

　

市
が
九
州
労
働
金
庫
に
預
託
し
た
資

金
の
運
用
に
よ
る
融
資
で
、
貸
与
業
務

は
労
働
金
庫
が
行
い
ま
す
。

●
対
象

①
市
内
在
住
者
で
、
子
ど
も
の
教
育
資

金
が
必
要
な
人

②
子
ど
も
が
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

短
大
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
が
決
定

し
た
人

③
教
育
資
金
の
償
還
を
完
了
す
る
年
齢

が
65
歳
未
満
で
、
年
間
所
得
金
額
が

9
0
0
万
円
以
下
の
償
還
能
力
が
あ

る
人

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
融
資
限
度
額　

2
0
0
万
円

●
融
資
期
間　

10
年
以
内（
元
金
据
置

期
間
4
年
以
内
）

●
融
資
利
率　

19
年
度
利
率
1
・
8
㌫

　
　
　
　
　
　
（
保
証
料
別
）　

　

九
州
労
働
金
庫
都
城
支
店

　
　

☎
23-

2
7
3
7

問　

学
校
教
育
課　

☎
23-

2
1
6
1

温
泉
施
設
の
利
用
助
成
方
法

　

広
報
都
城
4
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

「
温
泉
施
設
の
利
用
助
成
方
法
」
の
う

ち
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
で
利
用
で
き
る

家
族
風
呂
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
用

と
一
般
用
が
あ
り
、
1
回
に
入
浴
で
き

る
人
数
や
料
金
が
違
い
ま
す
の
で
、
利

用
に
際
し
て
は
、
直
接
施
設
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
温
泉
交
流
セ
ン

タ
ー　

☎
62-

5
5
2
6
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市
営
住
宅
入
居
申
し
込
み
説
明
会

　

6
月
の
定
期
募
集
に
入
居
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

①
5
月
15
日
㈭　

14
時
〜
15
時
30
分

②
5
月
16
日
㈮　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望

し
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

●
入
居
条
件

①
都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し

て
い
る
こ
と

※
抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に

3
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
同
居
す
る
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い

る
こ
と

※
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
4
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保

護
受
給
者
は
、
単
身
入
居
で
き
る
団

地
も
あ
り
ま
す

③
政
令
月
収
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と（
政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の
年
間

総
所
得
か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差
し

引
い
た
総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収
）

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
こ
と

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

問　

建
築
課　

☎
23-

3
1
0
5

５
月
は
軽
自
動
車
税
と

自
動
車
税
の
納
期
で
す

　

軽
自
動
車
税（
市
税
）
お
よ
び
自
動

車
税（
県
税
）
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
の
バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
、
普
通
自
動

車
な
ど
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
は
5
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
納
期
限
は
6
月
2
日
㈪

で
す
の
で
、近
く
の
指
定
金
融
機
関（
通

知
書
裏
側
に
記
載
）
で
早
め
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特
殊
・

農
耕
用
】

●
区
分　

軽
自
動
車
税（
市
税
）

問　

市
民
税
課　

☎
23-

2
1
2
3

　
　

各
総
合
支
所
財
務
課

【
普
通
自
動
車
】

●
区
分　

自
動
車
税（
県
税
）

問　

都
城
県
税
事
務
所　

　
　

☎
23-

4
5
1
6

●
そ
の
他　

5
月
20
日
㈫
を
過
ぎ
て
も

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
に
は
、

各
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税

は
、
昭
和
56
年
度
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
割
り
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

●
対
象

①
身
体
障
が
い
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
な
ど

②
身
体
障
が
い
児
な
ど
と
生
計
を
一
に

す
る
人
が
所
有
し
、
身
体
障
が
い
児

な
ど
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

な
ど

③
そ
の
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
が
い

者
な
ど
の
利
用
の
た
め
の
も
の

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
も
、
障
が
い
の
等
級

（
程
度
）
に
よ
り
、
減
免
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

減
免
は
普
通
自
動
車
を
含
め
て
1
台

に
限
り
ま
す

　

5
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
①
軽
自
動

車
税
減
免
申
請
書　

②
印
鑑（
シ
ャ
チ

ハ
タ
不
可
）
③
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

④
車
検
証
ま
た
は
標
識
交
付
証
明
書
⑤

運
転
免
許
証　

⑥
家
族
が
運
転
す
る
場

合
は
、
生
計
同
一
証
明
書（
福
祉
事
務

所
発
行
）
と
通
学
・
通
院
証
明
書
な
ど

を
持
参
の
上
、
市
民
税
課
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
財
務
課
に
申
請

※
普
通
自
動
車
の
減
免
申
請
は
、
県
税

事
務
所（
☎
23-

4
5
1
6
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問　

市
民
税
課　

☎
23-

2
1
2
3

　
　

各
総
合
支
所
財
務
課
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お
知
ら
せ

Inform
ation

芸
術・文
化
事
業
補
助
金

●
対
象　

団
体
構
成
員
の
過
半
数
の
住

所
が
市
内
に
あ
り
、
芸
術
・
文
化
活
動

を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、

主
に
市
内
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る

団
体

●
補
助
対
象
事
業

⑴
芸
術
・
文
化
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
事
業

⑵
芸
術
・
文
化
の
研
究
調
査
活
動
事
業

⑶
芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
事
業

⑷
芸
術
家
や
実
演
団
体
を
招
い
て
鑑
賞

し
た
り
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑
賞

し
た
り
す
る
事
業

⑸
文
化
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に
、
外
部
か
ら
講
師
や
指
導
者
を
招

へ
い
す
る
事
業

※
学
校
、
企
業
な
ど
が
行
う
も
の
、
教

授
所
、
教
室
な
ど
が
行
う
け
い
こ
ご

と
や
習
い
ご
と
の
発
表
会
な
ど
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

●
期
間

　

平
成
20
年
4
月
1
日
〜

　

平
成
21
年
3
月
31
日

問　

所
定
の
用
紙
で
、
5
月
23
日
㈮

ま
で
に
生
活
文
化
課 

☎
23-

2
1
3
2

ご
存
知
で
す
か
？　

児
童
手
当

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

の
が
、
児
童
手
当
制
度
で
す
。
手
当
は

申
請
を
受
け
て
審
査
を
行
い
、
受
理
さ

れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対
象　

0
歳
〜
小
学
6
年
生

●
支
給
月
額

　
【
３
歳
未
満
】　

一
律
1
万
円　

　
【
３
歳
以
上
】　

第
1
子
5
千
円

　
　
　
　
　
　
　

第
2
子
5
千
円

　
　
　
　
　
　
　

第
3
子
以
降
1
万
円

※
こ
の
手
当
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す

●
支
給
月　

6
月
、
10
月
、
2
月

※
申
請
さ
れ
た
翌
月
分
か
ら
支
給

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
通
帳

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

前
年
度
所
得
制
限
に
よ
り

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
で
、
今
年
度
該

当
し
そ
う
な
人
は
5
月
中
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

合
同
金
婚
式

●
対
象

①
昭
和
32
年
4
月
1
日
〜
昭
和
33
年
3

月
31
日
の
間
に
結
婚
し
た
市
内
在
住

の
夫
婦

②
結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で

に
市（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す

る
金
婚
の
お
祝
い
を
受
け
て
い
な
い

夫
婦

問　

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
0
2

　

山
之
口
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
57-

3
1
1
1

　

高
城
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
58-

2
3
1
1

　

山
田
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
64-

1
1
1
1

　

高
崎
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
62-

1
1
1
1

　

ま
た
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員

環
境
団
体
育
成
事
業
補
助
金

　

環
境
調
査
や
環
境
教
育
な
ど
の
事
業

を
行
う
団
体
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

●
対
象　

団
体
構
成
員
の
過
半
数
の
住

所
が
市
内
に
あ
り
、
団
体
の
主
た
る
事

務
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と

●
補
助
金　

対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

内（
限
度
額
10
万
円
）

問　

6
月
30
日
㈪
ま
で
に
、

環
境
政
策
課 

☎
23-

2
1
3
0　

Fax 

25-
6
2
0
0

Ｅ
メ
ー
ル

seikatu@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

都
城
市
災
害（
風
水
害
）廃
棄
物

処
理
計
画
 （案）

　

平
成
20
年
2
月
8
日
㈮
か
ら
3
月
10

日
㈪
に
行
っ
た
都
城
市
災
害（
風
水
害
）

廃
棄
物
処
理
計
画
（案）
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

環
境
施
設
課　

☎
23-

3
3
1
9

胃・子
宮・乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
30
人
に
満
た
な
い
際
は
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

●
日
程

都
城
地
域

6
月
12
日
㈭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

6
月
13
日
㈮
沖
水
地
区
公
民
館

山
之
口
地
域

6
月
19
日
㈭
山
之
口
地
区
公
民
館

6
月
20
日
㈮

高
崎
地
域

6
月
24
日
㈫
高
崎
江
平
改
善
セ
ン
タ
ー

6
月
25
日
㈬
高
崎
総
合
支
所

6
月
26
日
㈭

●
受
付　

7
時
30
分
〜
9
時

※
都
城
地
域
は
8
時
〜
9
時
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【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
63
年
12
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
奇
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
63
年
、
61
年
、
59
年
…
）

●
日
程

6
月
11
日
㈬

・
高
城
児
童
館　

9
時
〜
10
時

・
山
之
口
地
区
公
民
館　
　
　
　
　

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

6
月
20
日
㈮

・
沖
水
地
区
公
民
館　

9
時
〜
10
時

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

6
月
24
日
㈫

・
山
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

9
時
〜
10
時

・
高
崎
総
合
支
所

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
43
年
12
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
奇
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
43
年
、
41
年
、
39
年
…
）

※
5
月
15
日
㈭
か
ら
受
付
開
始

●
日
程

6
月
26
日
㈭　

9
時
〜
16
時

山
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

7
月
4
日
㈮
・
7
月
11
日
㈮　

9
時
〜
16
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他　

子
宮
が
ん
検
診
お
よ
び
乳

が
ん
検
診
は
2
年
に
1
回
の
受
診
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
4
月
1
日
以
降
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
、
職
場
や
病
気

で
同
等
の
検
診
を
受
け
る
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診
5
0
0
円
、

子
宮
が
ん
検
診
4
0
0
円
、
乳
が
ん
検

診
2
、0
0
0
円

※
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保

護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人
は
、
証
明
書
や
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
長
寿
課 

☎
23-

2
7
6
5

年
金
受
給
者
説
明
会（
無
料
）

　

年
金
証
書
が
届
い
て
間
も
な
い
人
を

中
心
に
、
社
会
保
険
労
務
士
が
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
時　

5
月
20
日
㈫　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

問　

宮
崎
県
年
金
受
給
者
協
会　

　
　
　

☎
0
9
8
5-

22-

6
0
7
5

こ
い
の
ぼ
り
の
設
置
に
注
意

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ

い
の
ぼ
り
は
、
安
全
に
大
空
を
泳
が
せ

た
い
も
の
で
す
。
こ
い
の
ぼ
り
を
設
置

す
る
際
は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た

安
全
な
場
所
に
立
て
、
こ
い
の
ぼ
り
が

電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す

の
で
自
分
で
取
ら
ず
に
、
す
ぐ
に
九
州

電
力
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

九
州
電
力
都
城
営
業
所

　
　

☎
0
1
2
0-

9
8
6-

7
0
5

自
転
車
の
通
行
ル
ー
ル
が

変
わ
り
ま
す

　

道
路
交
通
法
改
正
に
伴
い
、
自
転
車

の
通
行
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
6
月
19
日
ま
で
に
施
行

さ
れ
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
】

　

次
の
場
合
を
除
き
、
自
転
車
は
原
則

的
に
車
道
の
左
側
を
通
行
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

①
道
路
標
識
な
ど
で
自
転
車
の
歩
道
通

行
が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合

②
運
転
者
が
児
童
、
幼
児
な
ど
の
場
合

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て

や
む
を
得
な
い
場
合

※
た
だ
し
、警
察
官
や
交
通
巡
視
員
が
、

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
て
指
示
し
た
と

き
は
、
歩
道
を
自
転
車
に
乗
っ
て
通

行
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

　

ま
た
、
歩
行
者
に
も
「
普
通
自
転
車

通
行
指
定
部
分
」
を
で
き
る
だ
け
避
け

て
通
行
す
る
努
力
義
務
が
加
わ
り
ま
し

た
。

【
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
】

　

13
歳
未
満
の
児
童
・
幼
児
を
保
護
す

る
責
任
が
あ
る
人
が
、
児
童
・
幼
児
を

自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る
と
き
に
は
、
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

　

活
動
内
容
】

　

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員（
交

通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
活
動
内
容
に
、

自
転
車
の
適
正
な
通
行
方
法
に
つ
い
て

の
啓
発
活
動
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

問　

生
活
文
化
課　

☎
23-

7
1
8
3

税
務
相
談
の
事
前
予
約

　

5
月
か
ら
、
各
税
務
署
に
お
い
て
帳

簿
書
類
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
の
面
接

相
談
が
必
要
な
場
合
に
は
、
十
分
な
相

談
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
事
前
に
担

当
部
門
へ
の
面
接
時
間
の
予
約
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
予
約
の
際
に

は
、
住
所
、
氏
名
、
相
談
内
容
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

問　

都
城
税
務
署　

☎
22-

4
3
7
7

交
通
事
故
損
害
保
険
相
談

　

交
通
事
故
の
解
決
に
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
お
よ
び
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問　

日
本
損
害
保
険
協
会
九
州
支
部
宮

崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
0
9
8
5-

28-

1
1
9
9



2008.5　26

暮らしの情報

 
お
知
ら
せ

Inform
ation

体
育
館・市
民
広
場
の
利
用

　

次
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
体
育
協
会
な
ど
で
利
用
調
整
会
議
を

行
い
利
用
を
許
可
し
て
い
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23-

9
5
4
6

【
姫
城
】
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
、

姫
城
公
園
運
動
広
場
、
明
道
小
、
南
小
、

姫
城
中

　

中
央
公
民
館　

☎
24-

5
9
6
9

【
妻
ケ
丘
】
上
長
飯
・
一
万
城
地
区
体

育
館
、
東
小
、
上
長
飯
小
、
妻
ケ
丘
中

　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

　
　

☎
23-

8
5
9
2

【
祝
吉
】
祝
吉
地
区
体
育
館
、
川
東
小
、

祝
吉
小
、
祝
吉
中

　

祝
吉
地
区
公
民
館

　
　

☎
23-

2
8
9
0

【
小
松
原
】
小
松
原
地
区
体
育
館
、
小

松
原
市
民
広
場
、
大
王
小
、
小
松
原
中 

　

小
松
原
地
区
公
民
館

　
　

☎
24-

1
9
0
0

【
五
十
市
】
五
十
市
地
区
体
育
館
、

鷹
尾
市
民
広
場
、
今
町
小
、
明
和
小
、

五
十
市
小
、
五
十
市
中

　

五
十
市
地
区
公
民
館

　
　

☎
23-

2
1
8
4

【
横
市
】
横
市
地
区
体
育
館
、
横
市
市

民
広
場
、
西
小
、
西
中

　

横
市
地
区
公
民
館

　
　

☎
25-

2
2
5
7

【
中
郷
】
中
郷
地
区
体
育
館
、
中
郷
市

民
広
場
、
安
久
小
、
梅
北
小
、
中
郷
中

　

中
郷
地
区
公
民
館

　
　

☎
39-

0
7
1
3

【
沖
水
】
沖
水
地
区
体
育
館
、
沖
水
農

村
広
場
、
沖
水
小
、
沖
水
中

　

沖
水
地
区
公
民
館

　
　

☎
38-

1
0
3
3

【
志
和
池
】
志
和
池
地
区
体
育
館
、
志

和
池
市
民
広
場
、
丸
野
小
、
志
和
池
小
、

志
和
池
中

　

志
和
池
地
区
公
民
館

　
　

☎
36-
0
5
1
9

【
庄
内
】
庄
内
地
区
体
育
館
、
庄
内
市

民
広
場
、
庄
内
小
、
菓
子
野
小
、
乙
房

小　

庄
内
地
区
公
民
館 

　
　

☎
37-

0
8
8
8

【
西
岳
】
西
岳
地
区
体
育
館
、
西
岳
市

民
広
場

　

西
岳
地
区
公
民
館

　
　

☎
33-

2
0
0
0

【
今
町
】
今
町
地
区
多
目
的
研
修
集
会

施
設

　

施
設
管
理
組
合（
石
井
）

　
　

☎
39-

4
3
5
8

【
下
長
飯
】
下
長
飯
市
民
広
場

　

下
長
飯
自
治
公
民
館
（
相
葉
）

　
　

☎
39-

3
9
5
8

【
大
岩
田
】
大
岩
田
市
民
広
場

　

市
斎
場　

☎
39-

0
2
6
0

【
高
城
】
高
城
小
、
高
城
中

　

高
城
地
区
体
育
協
会
事
務
局

（
高
城
教
育
課
内
）　

☎
58-

2
3
1
7

【
山
田
】
山
田
中

　

山
田
地
区
体
育
協
会
事
務
局

（
山
田
教
育
課
内
）　

☎
64-

1
1
2
1

【
高
崎
】
高
崎
小
、
縄
瀬
小
、
高
崎
中
、

笛
水
中

　

高
崎
地
区
体
育
協
会
事
務
局

（
高
崎
教
育
課
内
）　

☎
62-

4
4
4
8

【
都
城
運
動
公
園
体
育
施
設
】

　

体
育
館
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

庭
球
場
、
弓
道
場
、
武
道
館
、
洋
弓
場
、

市
民
健
康
広
場

　

都
城
運
動
公
園
事
務
所

　
　

☎
23-

7
5
0
2

※
毎
月
第
3
木
曜
日
が
休
館
。
同
日
が

祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館

【
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

　

ア
リ
ー
ナ
、
弓
道
場
、
遠
的
弓
道
場
、

会
議
室
、
音
楽
練
習
室
、
視
聴
覚
室

　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
事

務
所

　
　

☎
24-
6
4
5
4

※
毎
月
第
3
木
曜
日
が
休
館
。
同
日
が

祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館

【
山
田
地
区
体
育
施
設
】

　

山
田
体
育
館
、
山
田
柔
剣
道
場
、

山
田
弓
道
場
、
山
田
第
1
運
動
公
園

（
陸
上
競
技
場
・
野
球
場
・
多
目
的
広

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）、
山
田
第
2
運

動
公
園
、
山
田
木
之
川
内
体
育
セ
ン

タ
ー
、
山
田
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
一
堂
ケ
丘
公
園（
運
動
広
場
・

芝
広
場
）

　

く
え
び
こ
山
田 

　
　

☎
64-

3
4
5
5

※
毎
月
25
日
に
翌
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

会
を
実
施
。
25
日
が
祝
日
、
土
・
日

曜
日
の
場
合
は
次
の
平
日
に
実
施

【
高
城
地
区
体
育
施
設
】

　

高
城
運
動
公
園
（
総
合
体
育
館
・
野

球
場
・
多
目
的
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）、

高
城
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
石
山
体
育

セ
ン
タ
ー
、
高
城
農
業
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
高
城
多
目
的
研
修
集
会
施
設

※
毎
月
第
2
月
曜
日
が
休
館
。
同
日
が

祝
日
の
場
合
は
、
第
3
月
曜
日
が
休

館
　

高
城
地
区
体
育
協
会

　
　

☎
58-

5
5
1
4

※
毎
月
第
2
月
曜
日
に
、
翌
月
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
会
を
実
施
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
5/18
（日）

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
べテスダクリニック（内）22-1700
瀬ノ口内科（内） 25-7780
野口脳神経外科（脳外科）47-1800
山下医院（胃・外） 52-1348
くぼた眼科（眼） 26-3100
五反田歯科医院 24-8833

5/25
（日）

村上クリニック（循・内）25-2700
児玉小児科（小） 25-5570
あきづき医院（内・心内）36-0534
浜田医院（胃・外） 22-1151
吉見クリニック（外・整・内）58-5633
中山産婦人科（産・婦）23-8815
コダマ歯科医院 62-0108

6/1
（日）

柳田病院（小・内） 22-4862
あきと内科胃腸科（内・胃）46-5500
大橋クリニック（内・消・リハ）37-0539
ながはま整形外科（整）46-7188
はまだクリニック（外・胃・肛）45-2266
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
うえくぼ歯科医院 52-6601

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp

●休日当番薬局
5/18 ㈰ そうごう都原店、たかお、

つかさ、トロン
5/25 ㈰ アート、グリーン、すずかけ
6/1 ㈰ キャロット、ケーアイ調剤都城

店、東町、ふれあい、みやこ

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

　

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
現
在
、
全
国
で

は
約
1
万
4
、0
0
0
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権

を
守
る
た
め
に
、
地
域
の
中
で
人
権
思

想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
見
守
る
と
と
も
に
、
人
権
相
談

へ
の
対
応
、
講
演
会
や
座
談
会
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
人
権
を
守

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
市
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員

23
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
権
に
つ

い
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22-

0
4
9
0

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

臼
杵
ひ
と
み
さ
ん　

☎
37-

2
4
0
1

林　
　

尚
子
さ
ん　

☎
23-

2
8
2
4

吉
田　

艶
子
さ
ん　

☎
39-

4
4
0
2

永
田　

光
充
さ
ん　

☎
24-

0
8
4
8

塩
月　

靖
子
さ
ん　

☎
24-

1
3
4
4

鎌
田　

和
章
さ
ん　

☎
37-

2
8
5
1

立
野　

勝
己
さ
ん　

☎
46-

9
8
7
0

岩
佐　

禮
子
さ
ん　

☎
25-

9
5
8
9

竹
之
下
英
浩
さ
ん　

☎
25-

8
4
7
5

【
山
之
口
地
域
】

堀
内　

順
子
さ
ん　

☎
57-

3
2
8
1

前
田　

宣
弘
さ
ん　

☎
57-

3
7
0
0

川
添
智
恵
子
さ
ん　

☎
57-

4
2
1
0

【
高
城
地
域
】

堤　
　

厚
夫
さ
ん　

☎
59-

9
8
4
7

盛
田　

禮
子
さ
ん　

☎
58-

3
1
3
8

嶋
田　

靖
也
さ
ん　

☎
58-

4
5
0
5

池
田　

洋
子
さ
ん　

☎
58-

2
5
3
2

【
山
田
地
域
】

山
之
上
一
行
さ
ん　

☎
64-

1
9
6
9

日
高　

厚
子
さ
ん　

☎
64-

0
2
5
0

鈴
木　

義
勝
さ
ん　

☎
64-

2
2
2
5

【
高
崎
地
域
】

川
畑　

兼
教
さ
ん　

☎
62-

2
1
9
6

永
﨑　

郁
夫
さ
ん　

☎
62-

3
4
5
9

坂
下　

勝
朗
さ
ん　

☎
62-

1
8
0
2

椎
屋　

妙
子
さ
ん　

☎
62-

0
3
9
1

６
月
は「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
」で
す

　

事
業
主
の
人
は
、
外
国
人（
特
別
永

住
者
を
除
く
）
を
雇
用
し
た
と
き
、
ま

た
は
そ
の
外
国
人
が
離
職
し
た
際
に
、

そ
の
氏
名
、
在
留
資
格
な
ど
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
事
業
主
へ
の
助

言
や
指
導
、
離
職
し
た
外
国
人
へ
の
再

就
職
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
10
月
1
日
時
点
で
す
で
に

雇
用
し
て
い
る
外
国
人
の
場
合
、
平
成

20
年
10
月
1
日
ま
で
に
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問　

都
城
公
共
職
業
安
定
所　

　
　

☎
22-

1
7
4
5

　
　

都
城
労
働
基
準
監
督
署

　
　

☎
23-

0
1
9
2

６
月
１
日
か
ら
10 
日
は

「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」で
す

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
障
害

を
与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
通
話
を
妨

害
し
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
警
察
・

消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
人
命
に
か

か
わ
る
重
要
な
無
線
に
も
影
響
を
与
え

ま
す
。

　

不
法
に
無
線
局
を
開
設
し
た
り
、
運

用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法
違
反
で
罰

せ
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

を
守
り
、
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

問　

九
州
総
合
通
信
局　

　
　

☎
0
9
6-

3
6
8-

8
6
3
4
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読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

　図書館の本をできるだけ良好
な状態で貸し出しできるように、
返本時にチェックをしています
が、限られた人員で対応してい
るために本の破損を見逃すこと
もあります。
　トラブルを避けるためにも、
本を借りる際や返本の際には
本の破損などがないか確認し、
マナー違反の
行為を見つけた
場合には、窓
口職員にお知ら
せください。

おはなしのへや “そらまめ ”
●日時　5月22日㈭　
　　　　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　4人の語り部による方言を使った
昔話語りです。
●日時　5月17日㈯
　　　　14：30～15：00
●対象　児童から大人まで
●演目　つばめとすずめ、てんぐド
　　　　ン橋、めしゅくわん嫁女

今話題の二人が、それぞれ
の祖母、母から学んだ生き
方を語り合います。

『
絆　

佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

 

宮
崎
の
て
げ
な
か
あ
ち
ゃ
ん
』

島
田
洋
七
・
東
国
原
英
夫（
著
）

徳
間
書
店（
出
版
）

誰もが耳にしたことのある
不朽の名曲が絵本になりま
した。曲のＣＤ付。

都城市と縁の深いモンゴル
を、豊富な写真と平易な言
葉で紹介しています。

『
魔
法
の
ド
ラ
ゴ
ン
パ
フ
』

ピ
ー
タ
ー
・
ヤ
ロ
ー
、レ
ニ
ー
・
リ
プ
ト
ン（
作
）

エ
リ
ッ
ク
・
ピ
ゥ
ィ
ー
バ
ー
レ
イ（
絵
）　

さ
だ
ま

さ
し（
訳
）　

ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社（
出
版
）

5
16

6
15

『
写
真
で
知
る
世
界
の

 

少
数
民
族
・
先
住
民
族  

モ
ン
ゴ
ル
』

ゲ
ラ
ド
レ
ル
・
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
ン（
著
）

藤
村
奈
緒
美（
訳
）　
汐
文
社（
出
版
）

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

5
／
17
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

5
／
20
㈫

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

5
／
21
㈬

梅
北
小
学
校

今
町
小
学
校

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

5
／
22
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

乙
房
小
学
校

市
営
都
北
団
地

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

5
／
23
㈮

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

高
城
地
区
公
民
館

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

5
／
24
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

山
之
口
地
区
公
民
館

市
営
一
万
城
北
団
地

10
時
45
分
〜
11
時
15
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

5
／
27
㈫

安
久
小
学
校

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

15
時
20
分
〜
16
時
00
分

5
／
28
㈬

御
池
小
学
校

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

5
／
29
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

11
時
10
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
20
分
〜
15
時
30
分

6
／
3
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

6
／
4
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

休館日：5月19日、26日　6月2日、5日～15日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50



　
　

広報カレンダー
※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先

Event
Calendar

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと
　

　 　　

春からいい気分になりました☆
　先月の桜はすごくキレイで何回も見に行きま
した。春といえば桜、でも今年の春はちょっと
違います。この春、職場での体操が実現したん
です！！　この間、「1年8カ月前に都城市に初
めて来て、毎日午後3時に体操の音楽が流れる
けどなんで誰もしないの」と職場の課長に聞い
てみました。体操をしている人を見たことがな
かったから「私たちの課で体操をやってみよう
や」って課長に提案を出してみました。課長は
「おぉ～いいね」って言ってくれて、次の日の
朝礼で職場のみんなに体操の提案をしました。
提案者が僕だったので、1日目はみんなの前
でリーダーになって体操をしてみました（笑）。
みんなもかなり久しぶりにやったから、笑いな
がらあっちこっち「痛い」とか「きつい」と声
を上げていました。でも結局体操をしてみると
気持ちが良くて頭も体もリフレッシュできるか
らとても良かったですね。ちょっと運動不足の
皆さんも一緒に体を動かしてみませんか★

5月
16日㈮～
18日㈰・

23日㈮・
24日㈯

水星特別観望会　［たちばな天文台］
問たちばな天文台　☎ 62-4936

24日㈯
13:30～

市消費者大会　［中央公民館］
問生活文化課　☎ 23-7183

6月

１日㈰
8:45～

高崎町どろんこバレーボール祭　
［高崎小学校南側の水田］
問高崎総合体育館　☎ 62-4448

６日㈮～
８日㈰

手作り村 in 山之口　［あじさい公園］
問山之口総合支所産業振興課　
☎ 57-3111

７日㈯
13:30～

東霧島神社「お田植え祭」
［高崎町東霧島神社］
問東霧島神社　☎ 62-1713

７日㈯・
８日㈰

お口の健康フェスティバル　
［交流プラザ］
問都城市北諸県郡歯科医師会
☎ 24-2218

８日㈰
10:00～

高齢障害者の食べられる口づくりの講演会
［交流プラザ］
問都城市北諸県郡歯科医師会
☎ 24-2218

15日㈰
14:00～

人形浄瑠璃定期公演　［人形の館］
問人形の館　☎ 57-5295

5/16
～6/15

ティモシーさん
（オーストラリア）　Vol.8



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント

広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

Vol.29

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の
中から一部を紹介します

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
貼
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご
記
入
が
な
い
場
合
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住
所
　
□
□
□
－
□
□
□
□

お
電
話
番
号
　（
　
　
　
　
）　
　
　
　
―
　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③

　
　　 読者の

一言
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　5月19日～5月26日、6月2日・6月9日
・「時をかけるアート」収蔵作品展（～5月18日）
・「表現の多様性（構図と色彩）」収蔵作品展（5月27日～）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
　　　　※定期公演は別料金
休館日　毎週月曜日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300円　小学生100円

※5月16日
　～6月15日の日程

・先日、観音池公園に桜を見に行きました。遠く
に出掛けなくても都城にはいい所がたくさんあ
り、気持ちも和やかになります。都城が元気に
なり、魅力的な町になるとうれしいです。

 （吉尾町・Ｋさん）

・先月、母子訪問指導員さんからの手書きのメッ
セージが郵便受けに入っていました。つわりや
妊娠の不安で気分が沈みがちだったころでした
ので、なんだか応援されているようで元気が出
ました。 （郡元町・Ｇさん）

・特に今月は「みやこんじょ学」のススメに魅了さ
れました。歴史が苦手な私にも分かりやすい解
説。カラー写真ならもっと良かったです。

 （東京都・Ｈさん）

・暮らしの情報で自分に必要なことはカレンダー
に書き込み、期日を忘れないようにしています。
 （上東町・Ｍさん）

・議会を傍聴できることを知り、ぜひ行ってみたい
と思いました。 （宮丸町・Ｋさん）

・５月２４日に都城市総合文化ホールである「宝
くじふるさとワクワク劇場ｉｎみやこんじょ」を今
からワクワクしながら楽しみにしています。

 （下川東・Ｓさん）

都
城
市
役
所
  秘
書
広
報
課
  行

（
広
報
  都
城
  N
o.29　

2008
年
5
月
号
）
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編 集 後 記
　４月からの広報紙を見て何かお気付きですか？
　実は文字が大きくなり、これまでよりも読みやすく
なりました。さらに図書館の新刊図書の紹介や皆さん
からのご意見を届けてもらえるよう、はがきを取り入
れるなど、より充実した内容になりました。また、広
報担当職員も１人増えて新体制となり、市民の皆さん
に親しまれる広報紙を目指してこれまで以上に現場に
足を運び取材に力を入れたいと思います。（栗）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
①7：30～　②12：30～　③18：30～
④21：45～（月～金曜日）21：30～（土・日曜日）
⑤24：30～

＜今後の放送予定＞
5月21日～ 31日
　「お口の健康フェスティバル」
6月１日～ 10日
　「長峯市長の市政リポート⑥」
6月11日～ 20日
　「災害に備えて」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
庄
内
川
の
こ
い
の
ぼ
り
は
今
年
で
何
年
目
？

■問
②
防
災
に
は
、
○
助
・
共
助
・
公
助
の
3
つ
が
必
要

で
す

■問
③
ジ
ュ
ニ
ア
○
○
○
○
は
子
ど
も
と
大
人
の
架
け
橋

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
5
月
号
を
読

ん
で
の
感
想
を
書
い
て
、
〒
885-

8
5
5
5　

市
役

所
秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

都
城
地
場
産
品（
菓
子
）の

詰
め
合
わ
せ

◎
商
品
取
扱
事
業
者

「
道
の
駅
」都
城（
都
北
町
）

☎
38-

4
5
6
1

◎
応
募
締
切　

6
月
2
日
㈪

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

◎
発　
　

表　

本
紙
7
月
号

◎
３
月
号
当
選
者　

久
保　

彩
乃
さ
ん（
金
田
町
）

　

島
津
家
の
お
話
、
楽
し
く
読
み
ま
し
た
。
今
、
家
族

中
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て
い

る
の
で
、
一
気
に
読
み
、
新
し
い
知
識
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
月
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

□
3
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
35
通

◎
正　

解　

①
東
京

　
　
　
　
　

②
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　
　
　

③
人
形

●都城市現住人口

平成20年4月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 69,688世帯（　　　68）
人口総数　169,029 人　（　　-262）
　　　男　 79,140 人　（　　-148）
　　　女　 89,889 人　（　　-114）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

子どもたちの健やかな
成長を願って 20年
　季節の風物詩として定着
した庄内川のこいのぼり。
20 年目を迎えた今年も、荘
内商工会青年部が 150 ㍍に
わたって 30 本のモウソウ竹
を設置。訪れた人たちは若
葉の芽吹き始めた堤防を歩
きながら、150 匹のこいの
ぼりが高千穂峰をバックに、
春風を受けてたなびくさまを
見上げていました。



都城

高麗虎狩図屏風
［こうらいとらがりずびょうぶ］

島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

　豊臣秀吉による朝鮮侵略に従った島津軍の中
には、　北郷家（都城島津家）第11代忠虎をは
じめとする北郷軍も含まれていました。
　この一対の屏風には、朝鮮半島に向かう島津
軍の船団や上陸後の道中、秀吉の命令で行われ
た虎狩りの様子などが一つのストーリーとして
克明に描かれています。作者は、都城島津家の
家臣で、狩野派に学んだ永井慶竺と伝えられて
います。

名宝
その1

編
集
・
発
行
／
都
城
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
885-8555 宮

崎
県
都
城
市
姫
城
町
6-21

TEL0986-23-3174（
直
通
）　
TEL0986-23-2111（

代
表
）　
FA
X
0986-23-9824
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交プラ

INFORMATION

●日時：7月8日（火） 18：30開場 19：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●プログラム（予定）：
シューベルト　交響曲第８番『未完成』
ベートーベン　交響曲第７番
ドボルザーク　交響曲第９番『新世界より』

●料金：【全席指定】
ＳＳ席7,000円　Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円
Ｂ席4,000円　車いす専用席（Ａ席）3,000円
学生席（Ｂ席）2,000円　※チケット発売中
※ＭＪ友の会会員500円割引（学生席割引なし）
　未就学児童入場不可

●問い合わせ：都城市総合文化ホール　
TEL23-7140  （チケット専用電話 TEL23-7190）

ウラディミール・ヴァーレク指揮　ウラディミール・ヴァーレク指揮　

プラハ放送交響楽団プラハ放送交響楽団
都城公演都城公演

ウラディミール・ヴァーレク指揮　

プラハ放送交響楽団
都城公演

都城まちづくり株式会社支援事業

Toshi Nagai
ドラムクリニック

●日時：5月18日（日） 14：00～
●場所：ウエルネス交流プラザ　ムジカホール
●料金：受講2,000円 見学1,000円
　※筆記用具、スティック持参
●定員：25人
●問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ　TEL26-7770

人気ロックバンドGLAYのサポートメンバーで、
都城出身のToshi Nagaiさんが月１回の割合
で行っているドラムクリニック 


